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i
工
業
価
格
問
題
を
中
心
に
一

梶

ノ

申イ

一

翼
歯
舞
護
群
議
縫
脆
継
簾
韓
緊
擁
護
価
離
蟷
翻
難
難
舗
鍵
雛
照

る
。
原
料
価
格
と
生
産
諸
経
費
が
生
産
価
格
を
上
昇
さ
せ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
小
売
段
階
で
の
価
格
騰
貴
が
危
機
を
深
刻
な
も
の
に
し

た
。
複
雑
な
商
業
網
と
大
き
な
上
乗
金
と
が
特
に
農
村
市
場
で
小
売
価
格
を
高
騰
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
農
村
経
済
は
都
市
工
業
か
ら
の
離
反
を
見
せ
、
自

給
的
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
が
危
機
打
踊
策
と
し
て
採
っ
た
価
格
規
制
は
小
売
段
階
に
ま
で
充
分
な
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
四
年
に
は
通
貨
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
再
建
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
二
三
年
危
機
の
過
程
で
市
場
経
済
に
基
づ
く
ネ

ッ
プ
の
構
造
的
矛
盾
は
何
ら
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
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は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
二
一
年
三
月
二
一
日
に
法
制
化
さ
れ
た
現
物
税
に
つ
い
て
の
布
告
は
、
単
に
農
民
か
ら
の
農
産
物
調
達
を
割
当
徴
発
か
ら
現
物
税
に
替

え
た
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
「
商
品
交
換
」
か
ら
祖
会
主
義
的
交
換
一
「
生
産
物
交
換
」
へ
の
移
行
と
い
う
一
二
年
春
の
構
想
が
崩
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

通
常
の
売
買
が
全
国
的
規
模
で
自
然
発
生
的
に
復
活
し
、
合
法
化
さ
れ
た
。

従
ぞ
薗
警
零
歳
霧
塞
饗
し
て
い
塵
こ
と
が
明
ら
か
と
な
・
た
三
年
秋
以
後
は
畠
霧
の
難
語
共
産
党
の
讐
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

政
策
の
基
本
的
任
務
の
一
つ
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
＝
一
月
の
第
＝
回
μ
シ
ア
共
産
党
協
議
会
で
は
、
例
え
ば
π
・
B
・
カ
ー
　
7
5



メ
ネ
フ
が
「
市
場
は
独
自
の
法
則
で
発
展
し
て
い
る
。
…
…
…
わ
れ
わ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
党
と
し
て
、
こ
の
市
場
の
発
展
を
監
視
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

…
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
利
益
を
保
持
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
原
則
論
が
語
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
ネ
ッ
プ
に
と
っ
て
の
最
初
の
試
練
が
訪
れ
る
。
二
二
年
春
に
は
工
業
製
品
に
と
っ
て
の
販
売
危
機
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
四
月
に
モ
ス
ク
ワ
と
ペ
ト
ロ
グ
ラ
…
ト
で
起
っ
た
販
売
危
機
は
い
く
つ
か
の
地
方
の
工
業
地
区
に
拡
大
し
、
危
機
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

象
も
工
場
製
晶
か
ら
食
糧
品
へ
と
広
が
っ
た
。
小
売
商
人
は
資
金
を
持
た
ず
、
商
晶
を
蓄
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
売
り
急
ぐ
こ
と
を
余
儀
な

　
　
　
⑥

く
さ
れ
た
。
所
謂
「
投
売
り
」
恐
慌
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
月
に
は
ほ
ぼ
好
転
し
始
め
、
収
穫
の
は
じ
ま
る
八
・
九
月
の
商
取
引
は
順
調
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
。
し
か
し
、
　
一
〇
月
以
後
市
況
は
再
び
悪
化
す
る
。

　
だ
が
二
二
年
に
は
ま
だ
商
業
規
制
の
方
針
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
ご
一
年
五
月
九
日
置
条
例
に
拠
り
、
国
内
商
業
問
題
を
調
整
す
る
目
的
で
労
働
国
防
会
議
下
に
国
内
商
業
委
員
会
（
以
下
K
B
T
）
が
設
置
さ

　
⑧

れ
た
。
　
～
○
月
に
は
K
B
T
に
最
高
国
民
経
済
会
議
（
以
下
B
C
H
X
）
、
ゴ
ス
バ
ン
ク
、
そ
の
他
の
経
済
組
織
の
商
業
政
策
を
調
整
す
る
機
能

　
　
　
　
　
⑨

が
課
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
K
B
T
が
二
二
年
夏
販
売
危
機
に
対
し
て
失
効
な
措
置
を
採
ろ
う
と
し
た
痕
跡
は
な
い
。

　
一
〇
月
末
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
会
議
で
、
財
務
人
民
委
員
代
理
M
・
K
・
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
フ
、
．
謙
ス
プ
ラ
ソ
議
長
r
・
M
・
ク
ル
ジ
ジ
ャ

ノ
ー
フ
ス
キ
イ
は
固
定
卸
売
価
格
を
主
張
す
る
が
、
B
C
H
X
活
動
家
の
一
等
の
支
持
を
得
た
だ
け
で
、
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
と
し
て
は
断
固

　
　
　
　
　
　
⑩

反
対
を
表
明
し
た
。
＝
一
月
に
開
か
れ
た
ト
ラ
ス
ト
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
指
導
者
会
議
で
も
参
加
者
の
殆
ん
ど
全
員
が
限
界
卸
売
価
格
を
定
め
る

　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
に
反
対
し
た
。
更
に
一
二
月
末
の
大
工
業
活
動
者
大
会
の
決
議
で
も
、
市
場
で
の
競
争
力
の
み
が
経
済
的
規
綱
力
を
持
ち
う
る
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

上
か
ら
の
斜
格
規
制
に
反
対
が
表
明
さ
れ
た
。
　
B
C
H
X
は
「
復
興
ζ
⇔
8
Q
凹
角
＄
渚
霞
霞
ぴ
お
」
価
格
で
工
業
の
復
興
を
計
ろ
う
と
し
て
い

⑰
。

ナ　
ニ
延
年
の
危
機
は
工
業
の
旧
い
在
庫
と
流
動
資
本
、
一
部
は
固
定
資
本
ま
で
も
食
尽
く
し
た
自
然
発
生
的
「
投
売
り
」
恐
慌
で
あ
っ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
は
二
一
年
の
飢
謹
の
影
響
が
除
か
れ
る
や
急
速
に
解
消
さ
れ
た
、
か
に
見
え
た
。
し
か
し
二
二
年
秋
に
は
、
中
央
諸
県
、
北
部
諸
県
で
新
た
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な
販
売
危
機
が
開
始
さ
れ
た
。
例
え
ば
中
央
諸
県
の
カ
ル
…
ガ
県
で
は
一
〇
月
か
ら
皮
革
、
繊
維
、
木
綿
工
業
部
門
で
、
ト
ゥ
ー
ラ
県
で
は
一

二
月
か
ら
金
属
、
繊
維
部
門
で
、
ペ
ー
ソ
ザ
県
で
も
＝
一
月
か
ら
ガ
ラ
ス
、
繊
維
部
門
で
、
ヴ
ォ
ー
ロ
ネ
シ
県
で
は
．
一
一
月
か
ら
一
連
の
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
販
売
危
機
が
始
ま
っ
た
。
北
部
の
ノ
ー
ヴ
．
謙
ロ
ト
県
で
は
既
に
九
月
目
ら
、
ヴ
ャ
ー
ト
カ
県
で
は
一
一
月
の
皮
革
に
は
じ
ま
り
、
大
衆
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

財
、
と
り
わ
け
織
物
と
砂
糖
の
販
売
危
機
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
ト
ヴ
ェ
ー
リ
県
で
は
一
二
月
か
ら
県
全
体
で
販
売
危
機
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
れ
が
二
三
年
に
な
る
と
ロ
シ
ア
全
土
を
覆
う
危
機
の
開
始
で
あ
っ
た
。

　
二
三
年
の
危
機
は
相
対
的
な
工
業
価
格
の
上
昇
と
農
業
価
格
の
下
落
に
よ
っ
て
特
微
付
け
ら
れ
る
「
鋏
状
価
格
差
」
危
機
と
し
て
有
名
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
本
稿
で
は
以
下
の
理
由
に
拠
っ
て
「
雨
露
」
危
機
の
名
称
は
用
い
な
い
。
〇
　
二
二
年
販
売
危
機
の
主
要
な
原
因
と

し
て
「
鋏
」
価
格
差
が
あ
る
が
、
　
「
鋏
」
価
格
の
接
近
は
販
売
危
機
の
解
消
を
直
接
に
は
意
味
し
な
い
。
⇔
　
工
業
製
品
と
農
産
物
の
「
鋏
偏

価
格
差
よ
り
寧
ろ
中
央
と
地
方
の
価
格
差
が
よ
り
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
⇔
　
党
内
論
争
で
は
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
生
産
の
拡
大
を
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
る
側
は
「
鋏
」
危
機
と
、
市
場
の
拡
大
を
主
張
す
る
側
は
販
売
危
機
と
呼
称
し
て
い
た
。
従
っ
て
本
稿
で
は
二
三
年
の
こ
の
経
済
危
機
総
体

　
　
　
　
　
　
⑱

を
「
二
三
年
危
機
一
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
穀
物
価
格
と
農
村
市
場
に
つ
い
て
は
必
要
な
限
り
触
れ
る
に
止
め
、
工
業
価
格
形
成
の
問
題
が
中
心

に
扱
わ
れ
る
。
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②
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四
日
付
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で
、
現
物
税
納
入
後
の
余
剰
農
産
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と
ク
ス
タ

　
一
り
、
小
工
業
製
品
の
売
買
が
認
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ら
れ
た
（
O
望
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O
e
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」
旨
ど
客
。
．
れ
ρ
n
↓
・

　
b
。
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b
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．
）
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七
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一
九
日
付
布
告
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一
六
歳
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市
厩
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禁
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ら
れ
た
商
品
を

　
除
く
農
産
物
、
ク
ス
タ
ー
リ
、
工
場
製
品
を
売
買
す
る
こ
と
が
で
き
、
商
業
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営
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。
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5
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前
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9
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H
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。
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。

⑱
　
「
二
三
年
危
機
」
の
経
過
に
つ
い
て
は
筆
者
と
見
解
は
い
く
ら
か
異
な
る
が
上

　
垣
彰
「
『
鋏
状
価
務
差
』
｛
厄
機
」
　
『
ネ
ッ
プ
経
済
の
研
究
臨
（
中
山
弘
正
編
著
、
御

　
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
○
年
）
が
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。
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闘
　
二
三
卑
危
機
の
進
展

　
二
三
年
に
入
る
と
販
売
危
機
は
更
に
拡
大
さ
れ
、
　
い
よ
い
よ
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
　
サ
マ
ー
ラ
で
は
織
物
の
よ
う
な
売
行
き
の
よ
い
商
最

で
さ
え
地
方
市
場
で
の
需
要
が
な
か
っ
た
。
ハ
ー
リ
コ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
で
も
四
月
に
は
織
物
市
場
で
完
全
な
売
残
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
。
ハ
ー
リ
コ
フ
で
は
い
く
つ
か
の
大
石
鹸
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
ヴ
ャ
…
ト
カ
の
マ
ッ
チ
工
場
で
労
働
者
の
人
員
整
理
が
行
な
わ
れ
た
。
ツ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

リ
ー
ツ
ィ
ン
で
は
皮
革
ト
ラ
ス
ト
企
業
の
取
引
は
四
月
中
に
九
分
の
一
に
縮
少
し
た
。
二
三
年
春
に
実
施
さ
れ
た
北
部
の
地
方
ト
ラ
ス
ト
、
消

費
組
合
衆
ソ
ユ
ー
ス
、
工
場
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
拠
れ
ば
、
販
売
危
機
の
原
因
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
0
住
民
の
購

買
力
の
低
下
（
全
ア
ン
ケ
ー
ト
）
。
⇔
高
い
生
産
価
格
（
全
ア
ン
ケ
ー
ト
）
。
⇔
価
格
の
不
均
衡
（
ヴ
ャ
ー
ト
カ
、
ト
ヴ
ェ
ー
リ
）
。
㈱
信
用
貸
付
の
欠
如

（
ノ
ー
ヴ
ゴ
潭
ト
、
ヴ
ャ
ー
ト
カ
、
ト
ヴ
ェ
ー
リ
）
。
㈲
不
安
定
な
ル
ー
ブ
リ
相
揚
（
ノ
ー
ヴ
ゴ
ロ
ト
、
ト
ヴ
ェ
ー
リ
、
ヴ
ャ
ー
ト
カ
）
。
㈹
貨
幣
危
機
（
ノ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ヴ
ゴ
ロ
ト
、
プ
ス
コ
ー
フ
、
ヴ
や
L
ト
カ
）
。
㈹
一
着
い
受
込
ハ
（
ノ
ー
ヴ
ゴ
ロ
ト
、
プ
ス
コ
ー
フ
、
ト
ヴ
ェ
ー
リ
、
ヴ
ャ
ー
ト
カ
）
。
一
同
脳
様
な
情
況
が
他
の
地
方

で
も
確
認
さ
れ
る
。
ツ
ァ
リ
ー
ツ
ィ
ン
で
は
小
麦
粉
は
三
月
中
旬
に
は
一
プ
ー
ド
五
五
ル
ー
ブ
リ
で
あ
っ
た
が
、
四
月
中
句
に
は
四
三
ル
ー
ブ

リ
に
ま
で
低
下
し
た
。
工
業
製
品
の
物
価
騰
貴
と
貨
幣
不
足
の
た
め
に
郡
で
は
農
具
の
需
要
が
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
郡
組
織
は
家
姦
と

交
換
に
農
具
を
販
売
す
る
旨
の
指
令
を
出
し
た
。
地
方
市
場
に
と
っ
て
、
　
「
モ
ス
ク
ワ
の
釦
売
価
格
を
追
い
か
け
る
」
こ
と
は
全
く
不
可
能
で

あ
っ
た
。
中
央
で
工
業
価
格
が
引
上
げ
ら
れ
た
後
で
も
、
地
方
で
は
ま
だ
二
週
間
も
旧
価
格
で
売
ら
れ
て
お
り
、
購
買
者
を
遠
ざ
け
な
い
よ
う



ソヴェト「二三年危機」　（eeJil）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
徐
々
に
価
格
が
引
上
げ
ら
れ
た
、
と
言
う
。
B
・
r
・
グ
ロ
ー
マ
ソ
も
工
業
製
品
に
と
っ
て
の
「
販
売
市
場
の
消
失
」
を
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
特
に
農
業
生
産
地
区
で
厳
し
い
経
済
情
況
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
主
要
原
因
の
一
つ
に
穀
物
価
格
の
変
動
が
あ
る
。
二
一
年
の
大

凶
作
の
た
め
に
二
二
年
春
は
農
産
物
価
格
は
未
曾
有
な
ま
で
に
上
昇
し
た
。
即
ち
＝
二
年
で
更
紗
一
ア
ル
シ
ン
に
対
す
る
ラ
イ
麦
粉
の
交
換
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
四
二
一
一
三
フ
ソ
ト
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
三
月
で
二
二
三
フ
ン
ト
、
五
月
に
は
一
・
六
フ
ン
ト
に
も
な
っ
た
。
だ
が
五
月
に
は
外
国
買
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
穀
物
の
到
着
と
、
農
民
の
備
蓄
用
穀
物
の
放
出
が
あ
り
、
六
月
は
じ
め
ま
で
に
ラ
イ
麦
価
格
は
い
く
ら
か
低
落
傾
向
を
示
し
始
め
る
。

　
こ
の
よ
う
に
涯
・
ク
リ
ッ
ツ
マ
ソ
に
拠
れ
ば
農
産
物
価
格
が
戦
前
比
で
高
か
っ
た
の
は
ニ
ニ
年
一
－
七
月
闘
だ
け
で
あ
り
、
八
月
以
後
は
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

び
工
業
価
格
が
農
産
物
価
格
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
一
方
都
市
に
あ
っ
て
は
商
業
組
織
は
ま
だ
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
二
－
二
三
年
の
都
市
小
売
市
場
は
取
引
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
私
的
資
本
に
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
が
小
．
バ
ザ
ー
ル
、
露
店
蟹
蟄
函
舘
商
業
で
あ
っ
た
。
商
人
構
成
に
つ
い
て
の
二
二
年

七
月
の
べ
ト
官
グ
ラ
ー
ト
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
主
婦
が
二
八
パ
！
セ
ン
ト
、
労
働
者
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
職
人
が
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

商
人
は
た
っ
た
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
い
な
か
っ
た
。
商
業
と
は
多
く
の
老
に
と
っ
て
副
業
で
あ
っ
た
。

　
二
三
年
一
月
一
入
日
付
営
業
税
布
告
で
商
工
業
施
設
に
対
す
る
パ
テ
ン
ト
税
と
均
等
税
の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
取
引
の
七
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

セ
ン
ト
と
定
め
ら
れ
た
均
等
税
が
税
委
員
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
商
業
施
設
に
と
っ
て
税
負
担
は
重
く
の
し
か
か

っ
た
。
二
三
年
四
月
の
モ
ス
ク
ワ
取
引
所
委
員
会
会
議
で
私
的
商
業
の
代
表
は
、
現
行
の
課
税
制
度
は
私
的
商
業
の
企
業
心
霞
℃
銀
還
麟
田
譲
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

羅
自
Q
旨
。
を
根
絶
し
、
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
、
会
議
も
こ
の
論
旨
に
同
意
し
た
。
　
六
月
の
人
民
委
員
会
議
で
農
村
商
業
の
問

題
が
審
議
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
二
、
三
ケ
月
で
郡
市
や
農
村
の
多
く
の
商
業
施
設
が
重
税
の
た
め
に
閉
鎖
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
行
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

で
さ
え
累
減
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
第
二
の
市
場
で
あ
る
ス
モ
レ
ー
ソ
ス
ク
市
場
で
は
八
月
に
重
税
負
担
の
た
め
に
常
設
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
布
場
か
ら
去
っ
て
行
っ
た
。

　
要
す
る
に
農
村
で
も
都
市
で
も
重
苦
し
い
経
済
情
況
で
あ
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
党
中
央
で
は
ま
だ
深
刻
な
事
態
と
し
て
受
止
め
ら
れ
て
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い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
四
月
は
じ
め
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
経
済
統
計
部
で
グ
ロ
ー
マ
ン
は
、
全
般
的
販
売
危
機
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
局
地
的
停
滞
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
現
在
の
市
況
は
充
分
安
定
し
て
い
る
、
と
報
告
し
た
。
皿
・
マ
ル
コ
ー
ヴ
ッ
チ
も
昨
年
よ
り
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
販
売
危
機
が
あ
る
と
い
う
の
は
悲
観
主
義
的
見
解
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
二
三
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
党
大
会
の
基
調
も
こ
の
延
長
上
に
あ
っ
た
。
同
大
会
で
の
涯
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
報
告
が
「
鋏
」
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

差
を
周
知
の
も
の
に
し
た
の
だ
が
、
E
・
H
・
カ
ー
は
こ
の
報
告
は
「
鋏
扁
問
題
を
党
内
に
印
象
付
け
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
評
し
て
い
る
。
し

か
し
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
主
要
な
関
心
は
「
鋏
」
価
格
が
も
た
ら
し
た
販
売
危
機
の
解
消
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
農
産
物
の
販
売
危
機
↓
農
業
商

品
化
率
の
低
下
－
工
芸
作
物
か
ら
穀
物
へ
の
転
換
↓
原
料
危
機
と
い
う
工
業
に
と
っ
て
の
悪
循
環
こ
そ
が
彼
の
主
要
な
関
心
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
危
機
感
に
基
づ
き
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
同
大
会
で
、
系
統
的
に
計
画
原
理
を
拡
大
す
る
こ
と
で
市
場
を
根
絶
す
る
と
い
う
新
し
い
社
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

義
政
策
、
即
ち
ネ
ッ
プ
に
替
わ
る
新
ネ
ッ
プ
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
第
＝
一
回
党
大
会
で
「
鋏
」
価
格
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
経
営
担
当
官
匿
8
出
自
零
謡
函
は
こ
れ
を
無
視
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
カ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
。
七
月
＝
ハ
日
付
B
C
H
X
指
令
三
九
四
号
は
、
従
来
通
り
工
業
に
最
大
限
可
能
な
利
潤
を
獲
得
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。

　
こ
れ
以
後
も
「
鋏
」
価
格
差
は
広
が
り
続
け
、
二
二
年
一
〇
月
に
■
は
ほ
ぼ
戦
前
水
準
に
あ
っ
た
（
戦
前
価
格
比
で
畏
産
物
○
・
九
五
、
工
業
製
品

一
・
〇
五
）
価
格
差
も
二
三
年
一
〇
月
に
は
最
大
に
達
す
る
。
農
業
価
格
は
○
・
五
四
に
ま
で
下
落
し
た
の
に
対
し
、
工
業
価
格
は
一
・
七
二
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ま
で
高
騰
し
た
。
即
ち
価
格
比
で
後
者
は
前
者
の
三
倍
に
も
な
っ
た
、
と
グ
ロ
ー
マ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。

①
　
三
月
中
に
織
物
価
絡
は
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
高
騰
し
た
（
ρ
旧
く
琴
Φ
蓉
じ
コ
’
〈
O
×
y

　
一
㊤
卜
。
G
。
．
客
ρ
劇
－
伊
ρ
置
g
。
）
。

②
　
従
っ
て
こ
の
時
期
に
失
業
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
一
　
二
年
　
月
か
ら
二
三
年

　
六
月
ま
で
に
一
三
万
か
ら
八
○
万
人
に
、
失
業
率
は
＝
パ
パ
ー
セ
ソ
ト
に
達
し
た

　
（
0
5
。
三
盆
霞
鍵
噂
く
○
×
y
H
㊤
b
。
。
。
”
署
。
．
？
Q
。
讐
。
．
き
。
o
。
①
．
）
。

③
◇
幽
く
言
露
＄
噂
姜
鵠
。
越
↓
竃
噛
ρ
置
。
。
ム
り
．

④
　
〈
、
ヨ
弓
y
Q
。
竃
竜
岩
お
ゆ
。
。
9

⑤
　
ρ
剛
台
8
き
じ
u
’
さ
（
器
。
越
↓
監
層
ρ
眞
G
。
噂
置
膳
■
雛
Φ
■

⑥
じ
δ
・
づ
言
。
竃
皐
讐
さ
ハ
器
。
毒
円
題
．
ρ
“
。
。
。
伊

⑦
「
』
ピ
否
v
嗣
（
量
（
詫
8
0
門
島
r
〈
①
O
y
お
ト
。
。
。
「
裟
9
一
ト
っ
”
ρ
履
，

⑧
コ
凶
．
∩
9
8
誹
塁
同
δ
じ
口
閣
（
冨
塁
＝
8
訂
銘
コ
。
≧
凄
碁
需
・
。
o
≧
o
ξ
闘
同
肖
噛
7
r

　
ρ
b
二
〇
g
◎
◆

お
ト
っ
伊
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⑨
3
0
茜
⑦
き
㊦
p
〈
↓
自
5
y
昏
。
刈
綱
【
δ
謡
お
b
。
b
。
．

⑩
秘
戸
蟻
差
畜
＝
’
「
紹
9
一
毒
。
釜
跡
・
。
℃
哨
δ
鋼
器
亀
一
髪
。
諦
電
突
。
躊
亡
き
』
δ
録
≡
曽

　
一
剛
貴
b
。
－
o
ρ
三
。
』
二
罎
b
。
ρ
。
．
b
。
ミ
．
農
産
物
価
格
変
動
は
地
区
毎
に
大
き
く
異
な

　
り
、
精
確
を
期
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
全
般
的
傾
向
を
示
す
の
み
。

　
C
・
r
。
ス
ト
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
畏
業
価
格
が
下
落
し
始
め
る
暗
期
を
二
二
年
五
月

　
に
（
ρ
「
9
℃
壕
塁
岳
り
く
ω
O
y
H
Φ
b
。
。
。
り
名
ρ
♪
ρ
。
。
■
）
、
B
・
カ
ル
ピ
ン
ス
キ

　
一
は
三
月
に
見
て
い
る
（
¢
同
く
m
嶺
量
良
轟
・
〈
切
ω
建
。
話
〉
・
一
〇
讐
。
譲
H
り
ト
。
ω
・
）
。

⑪
　
は
じ
め
商
店
の
開
設
は
認
可
鯛
で
あ
っ
た
が
二
二
年
四
月
に
こ
の
制
度
は
廃
止

　
さ
れ
た
（
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．
望
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↓
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じ
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①
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o
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し
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蓋
ω
曜

　
8
～
ρ
ω
り
■

⑮
構
成
は
財
務
監
督
官
を
議
長
と
し
、
執
行
委
員
会
、
労
働
組
合
評
議
会
、
労
農

　
監
督
部
、
国
民
経
済
会
議
か
ら
　
名
ず
つ
、
税
支
払
人
代
表
二
名
。
二
三
年
一
二

　
月
に
整
備
さ
れ
る
（
O
《
　
℃
∩
【
圃
）
O
喝
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完
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刈
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⑯
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。
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噂
累
ρ
O
噛
0
5
Q
。
り
■
二
一
年
七
月
の
営
業
税
法
で
は
均
等
税

　
は
取
引
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
二
二
年
二
月
に
七
パ
…
セ
ン
ト
に
引
上
げ

　
ら
れ
た
（
∩
望
”
O
A
）
O
潭
お
b
。
ど
客
9
α
①
陶
。
同
．
ω
総
」
嗣
回
り
b
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さ
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嵩
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⑰
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。
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ρ
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ω
．

⑳
　
ト
ロ
ツ
キ
ー
以
外
に
も
カ
…
メ
ネ
フ
は
「
鋏
」
価
格
…
が
労
農
同
明
血
を
損
な
う
可

　
能
性
を
指
摘
し
た
（
↓
畏
鼓
①
二
ρ
置
“
ム
Q
o
凸
）
。

⑳
　
脚
》
．
》
震
哨
霞
O
P
旨
．
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．
寓
O
唱
O
ω
O
。
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噂
誓
＄
ω
．
8
瞬
二
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o
◎
Q
o
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拠
な
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ソヴェト「二三年危機」　（梶川）

二
　
危
機
の
原
因
に
つ
い
て

　
党
中
央
で
二
三
年
危
機
の
原
因
究
明
が
行
な
わ
れ
た
の
は
危
機
が
一
応
峠
を
越
え
た
二
四
年
一
月
の
第
一
三
回
党
協
議
会
で
あ
っ
た
。
工
業

製
品
の
高
騰
は
主
と
し
て
ト
ラ
ス
ト
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
高
価
格
政
策
に
原
因
が
あ
る
と
見
て
工
業
価
格
の
引
下
げ
を
要
求
す
る
党
指
導
部
と
、

ト
ラ
ス
ト
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
価
格
引
下
げ
に
よ
っ
て
工
業
の
復
興
が
遅
れ
る
と
し
て
工
業
の
拡
大
を
主
張
す
る
反
対
派
と
の
間
で
論
争
が
あ
っ

や
指
導
部
か
ら
は
や
メ
ネ
・
・
A
・
H
ル
・
・
↓
が
・
反
対
派
か
ら
は
r
・
五
・
ピ
・
タ
〒
・
が
各
毒
し
く
応
酬
し
合
っ
た
・
圃

ル
ィ
コ
ー
フ
は
「
ピ
ャ
タ
コ
ー
フ
は
飯
売
危
機
は
全
く
な
く
、
生
産
不
足
の
危
機
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
取
引
所
取
引
は
〔
二
三
年
〕
九
月
　
8
1



前
半
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
一
〇
月
前
半
は
五
三
、
…
…
…
と
い
う
よ
う
に
九
月
以
後
ず
っ
と
商
品
の
販
売
は
減
少
し
て
い
る
。
工
業
の
あ
ら
ゆ

る
部
門
で
販
売
危
機
が
あ
っ
た
し
、
今
も
続
い
て
い
る
」
と
販
売
危
機
を
強
調
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ピ
ャ
タ
コ
ー
フ
は
「
ル
ィ
コ
ー
フ
や
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

i
メ
ネ
フ
は
過
剰
生
産
の
危
機
と
見
倣
し
て
い
る
が
、
　
「
鋏
」
は
工
業
の
分
野
で
生
産
不
足
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
反
論
を
加
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
二
三
年
危
機
の
本
質
を
何
に
見
る
か
は
別
と
し
て
も
工
業
価
格
の
上
昇
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
特
に
危
機
が
尖
鋭
化
し
た
二
三
年
一

〇
月
以
後
出
版
物
を
通
じ
て
「
鋏
」
価
格
、
と
り
わ
け
工
業
価
格
高
騰
の
原
因
究
明
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
凍
因
論
を
大
別
す
れ
ば
以
下
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
e
需
給
関
係
の
不
均
衡
、
そ
れ
に
は
　
㈲
工
業
と
農
業
の
復
興
テ
ム
ポ

の
ズ
レ
と
㈲
農
村
購
買
力
の
低
下
H
農
村
市
場
容
量
の
縮
少
。
⇔
政
策
に
係
わ
る
も
の
と
し
て
　
㈲
工
業
高
価
格
政
策
と
㈲
信
用
政
策
の
不
備

－
工
業
資
金
の
不
足
。
⇔
二
重
通
貨
体
欄
。
⑭
高
い
生
産
原
価
、
そ
の
う
ち
　
㈲
高
い
原
料
価
格
と
㈲
高
い
生
産
諸
経
費
。
㈲
高
い
商
業
諸
経

費
、
と
い
う
の
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
こ
れ
ら
原
因
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
O
－
㈲
は
ほ
ぼ
総
て
の
論
老
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
三
回
党
協
議
会
の
決
議
の
中
で
も
「
置
戸
の
第
一
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
比
で
農
業
生
産
は
工
業
よ
り
遙
か
に
大
き
な
復
興
を
遂
げ
た
。
工
業
が
戦
前
生
産
の
三
〇
－
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
復
興
し
た
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

農
業
は
七
〇
1
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
更
に
復
興
の
テ
ム
ポ
は
撲
業
は
工
業
に
比
べ
て
遙
か
に
速
い
。
ゴ
ス
プ
ラ
ン
経
済
統
計
部
の
資

料
に
拠
れ
ば
、
二
一
－
酒
旗
年
で
都
市
の
純
生
産
は
ラ
イ
麦
単
位
で
二
億
四
〇
〇
〇
万
プ
…
ド
で
あ
っ
た
が
、
農
村
で
は
穀
物
だ
け
で
一
二
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

プ
ー
ド
の
増
大
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
相
対
的
に
工
業
の
過
少
生
産
と
農
業
の
過
総
生
産
が
価
格
の
不
均
衡
を
産
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
O
－
㈲
に
つ
い
て
は
戦
前
で
約
八
億
プ
ー
ド
の
穀
物
輸
出
が
殆
ん
ど
停
止
し
、
国
内
穀
物
市
場
が
現
物
税
で
満
た
さ
れ
た
結
果
穀
物
販
売
市

　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

場
を
失
っ
た
。
更
に
穀
物
低
価
格
が
農
村
購
買
力
を
低
下
さ
せ
た
と
い
う
。

　
二
二
／
二
三
年
度
の
穀
物
状
況
か
ら
農
村
購
買
力
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
ず
ニ
ニ
年
の
穀
物
収
穫
は
豊
作
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
平
年
並
以
上
で
、
主
要
穀
物
の
総
収
穫
は
二
八
億
プ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
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ソヴェト「ご三年危機」　（梶ノの

農
民
消
費
、
播
種
用
種
子
、
農
業
税
等
を
除
く
出
荷
爾
余
翻
穀
物
量
を
グ
ロ
ー
マ
ソ
は
ゴ
ス
プ
ラ
ン
統
計
局
の
数
字
に
基
づ
き
口
試
四
九
〇
〇

　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

万
プ
ー
ド
と
し
、
ス
ト
ル
ミ
ー
リ
ン
は
一
〇
月
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
会
議
で
約
九
億
プ
ー
ド
と
報
告
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
戦
前
は
輸
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

除
く
農
産
物
余
剰
が
五
億
四
〇
〇
〇
万
プ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
農
村
は
戦
前
に
比
べ
て
決
し
て
少
な
く
な
い
穀
物
余
剰
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
穀
物
余
風
が
正
金
化
さ
れ
て
農
村
購
買
力
と
な
り
、
商
品
化
率
と
穀
物
価
格
が
農
村
購
買
力
を
決
定
す
る
。
だ
が
こ
の
農
村

　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

市
場
容
量
と
は
都
市
工
業
に
と
っ
て
の
容
量
で
し
か
な
い
。
即
ち
現
物
取
引
、
ク
ス
タ
ー
リ
製
品
と
の
交
換
が
行
な
わ
れ
る
農
村
内
取
引
は
こ

の
計
算
に
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
農
村
内
取
引
を
含
め
ば
、
全
体
と
し
て
農
村
市
場
容
量
が
縮
少
し
た
と
は
雷
い
難
い
。
こ
の
間
、
農
村
内
取
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
増
加
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ネ
ッ
プ
の
下
で
奨
励
さ
れ
た
職
人
－
ク
ス
タ
ー
り
工
業
生
産
高
は
ほ
ぼ
大
工
業
に
匹
敵
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

り
、
工
業
製
品
の
高
騰
に
よ
り
農
民
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
村
家
内
工
業
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
三
年
忌
入
る
と
織
物
、
履
物
、
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

革
部
門
を
中
心
に
各
地
で
ク
ス
タ
ー
リ
生
産
が
普
及
し
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
都
市
工
業
に
と
っ
て
の
農
村
市
場
は
狭
隆
化
し
、

二
三
年
危
機
を
通
し
て
農
村
は
自
給
的
傾
向
を
見
せ
、
都
市
か
ら
の
離
反
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
販
売
危
機
の
克
服
に
は
大
国
営
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

が
ク
ス
タ
ー
リ
の
占
め
て
い
る
農
村
市
場
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
◎
－
㈱
外
国
資
本
を
剥
奪
さ
れ
た
工
業
は
、
損
失
を
補
填
し
、
流
動
資
本
を
か
き
集
め
、
固
定
資
本
を
復
興
す
る
た
め
に
工
業
価
格
を
引
上

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ス
ト
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
形
成
は
こ
れ
を
可
能
に
し
、
二
二
年
は
赤
字
企
業
で
あ
っ
た
ト
ラ
ス
ト
が
二
三
年
に

な
る
と
利
潤
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
工
業
の
流
動
資
本
は
一
年
間
で
三
億
ル
ー
ブ
リ
増
大
し
た
が
、
そ
れ
は
純
生
産
一
ル
ー
ブ
リ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
き
直
積
〇
カ
ペ
イ
ク
の
利
潤
で
あ
っ
た
。
工
業
の
蓄
積
テ
ム
ポ
は
二
二
／
二
三
年
度
に
集
中
的
に
行
な
わ
れ
、
こ
れ
は
国
民
経
済
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
き
過
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
工
業
価
格
を
急
速
に
上
昇
さ
せ
た
。
こ
れ
が
危
機
の
主
要
因
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
ロ
ー
㈲
二
三
年
一
〇
月
末
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
で
の
C
・
Φ
・
フ
ァ
リ
ク
ネ
ル
の
報
告
に
拠
れ
ば
、
当
時
発
行
の
全
銀
行
券
の
七
五
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

セ
ン
ト
が
工
業
融
資
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
六
月
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
は
集
中
的
な
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ッ
紙
幣
の
発
行
を
食
尽
く
す
ま
で
に
月
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
信
用
の
著
し
い
増
加
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
工
業
へ
の
長
期
信
用
に
よ
っ
て
、
二
三
年
の
夏
の
間
中
工
業
ト
ラ
ス
ト
は
時
機
を
待
ち
な
が
ら
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㊧

価
格
を
吊
上
げ
、
商
品
を
在
庫
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
フ
ァ
リ
ク
ネ
ル
は
融
資
が
な
け
れ
ば
工
業
価
格
の
吊
上
げ
は
な
か
っ
た
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ろ
う
、
こ
の
価
格
騰
貴
は
ゴ
ス
バ
ン
ク
の
誤
っ
た
工
業
融
資
糊
度
に
よ
っ
て
引
起
こ
さ
れ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ク
ル
ジ
ジ
ャ
ノ
ー
フ
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
は
国
民
経
済
的
展
望
を
欠
い
た
信
用
政
策
が
販
売
危
機
を
も
た
ら
し
た
、
と
す
る
。
恐
ら
く
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
二
三
年
＝
月
に
財
務
人
民
委
員
部
と
の
合
意
で
ゴ
ス
バ
ン
ク
は
突
然
工
業
へ
の
信
用
貸
付
を
縮
少
し
始
め
た
が
、
こ
の
信
用
政
策
の
圧
力

は
企
業
に
製
品
在
庫
を
低
価
格
で
正
金
化
さ
せ
る
の
に
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
こ
れ
で
問
題
が
解
決
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
工
業
の
資
金
不
足
は
依
然
続
い
て
い
た
。
一
〇
月
末
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
で
H
・
H
・

マ
ー
ス
ロ
フ
は
価
格
差
は
今
後
も
充
分
あ
り
得
る
、
と
い
う
の
は
近
い
将
来
固
定
資
本
復
興
の
必
要
性
は
今
よ
り
遙
か
に
切
迫
し
て
感
じ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
と
述
べ
た
。
ル
イ
コ
ー
フ
は
第
一
三
圓
党
協
議
会
で
企
業
と
ト
ラ
ス
ト
の
流
動
資
本
の
欠
如
を
強
調
し
て
い
る
。
更
に
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

用
機
関
が
未
組
織
な
た
め
に
資
金
が
巨
大
で
複
雑
な
伝
導
機
構
を
経
て
、
私
的
企
業
家
や
商
人
の
資
本
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
⇔
二
二
年
一
〇
月
二
日
付
布
告
で
、
保
証
さ
れ
た
銀
行
券
ロ
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ッ
の
発
行
権
が
ゴ
ス
バ
ン
ク
に
与
え
ら
れ
、
二
三
年
中
は
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

来
か
ら
の
保
証
さ
れ
て
い
な
い
国
庫
券
罰
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
と
銀
行
券
の
パ
ラ
レ
ル
な
流
通
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
二
重
通
貨
体
綱
で
あ
る
。

　
二
三
年
夏
に
安
定
通
貨
と
し
て
の
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ッ
の
購
買
力
低
下
を
支
え
る
た
め
に
、
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ッ
相
場
は
商
品
価
格
指
数
に
準
じ

て
変
動
す
る
よ
う
修
正
さ
れ
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
で
の
価
格
水
準
が
一
ヶ
月
で
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す
れ
ば
、
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
に
塗
す
る
チ

ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ッ
相
場
も
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
二
三
年
号
－
九
月
闘
で
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
流
通
星
は
三
倍
と
な
り
、
従
っ

て
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
は
価
値
を
急
落
さ
せ
た
。
多
く
の
商
品
価
格
は
、
特
に
小
売
市
場
と
農
村
市
場
で
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
ル
ー
ブ
リ
で
定
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
た
た
め
に
価
格
高
騰
と
し
て
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
H
・
T
・
ス
ミ
ー
ル
ガ
は
二
三
年
一
一
月
の
実
業
ク
ラ
ブ
で
の
演
説
で
危
機
の
原
因
の
一
つ
に
二
重
通
貨
体
制
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
に
対
し

て
危
機
は
都
市
で
も
農
村
で
も
ま
だ
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
が
浸
透
し
て
い
な
い
時
期
に
始
ま
っ
た
と
す
る
反
論
が
正
鵠
を
射
て
い
る
。
寧
ろ
r
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

a
・
ソ
コ
リ
ー
ニ
コ
フ
の
よ
う
に
、
春
の
紙
幣
大
量
発
行
と
貨
幣
価
値
低
下
と
い
う
説
明
の
方
が
説
得
的
で
あ
る
。
更
に
信
用
が
未
組
織
な
た
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め
に
殆
ん
ど
至
る
所
で
ゴ
ス
バ
ン
ク
と
そ
の
支
店
で
手
形
支
払
が
停
止
さ
れ
、
地
方
で
は
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
が
不
足
す
る
と
い
う
「
小
銭
危
機
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
危
機
に
先
行
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
す
る
に
紙
幣
は
中
央
で
沈
澱
し
、
地
方
で
は
異
常
な
貧
血
状
態
を
呈
し
て
い
た
。

　
だ
が
易
進
ず
る
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
の
価
値
低
下
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
家
予
算
の
赤
字
補
塀
の
た
め
に
、
そ
し
て
特
に
農
村
で
の
流
通
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

国
庫
券
の
発
行
停
止
は
当
時
は
ま
だ
不
可
能
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
は
元
々
は
工
業
融
資
を
目
的
と
し
た
高
額
紙
幣
で
あ
り
、
数
十
ル

ー
ブ
リ
以
下
の
農
村
取
引
に
は
不
向
き
な
の
で
あ
る
。
八
月
に
ゴ
ス
バ
ン
ク
理
事
会
は
、
農
村
と
小
都
市
で
住
民
が
全
く
知
ら
な
い
チ
ェ
ル
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

オ
ネ
ツ
を
普
及
さ
せ
る
旨
の
指
示
を
出
し
た
。
二
三
年
の
農
村
で
の
穀
物
正
金
化
の
際
に
も
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
の
需
要
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
二
重
通
貨
の
流
通
圏
を
冤
て
も
都
市
と
農
村
と
の
分
離
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ソヴェト「二三年危機」　（梶用）

①
本
協
議
会
で
の
論
争
に
つ
い
て
は
上
野
昌
美
「
ネ
ッ
プ
初
期
の
《
鋏
状
差
》
を

　
め
ぐ
る
党
内
論
争
」
『
経
済
学
研
究
』
（
北
海
道
大
学
）
第
二
六
巻
第
四
号
（
一
九

　
七
六
）
の
先
駆
的
研
究
が
あ
る
。

②
　
↓
ヨ
器
這
鶏
銘
同
3
昌
①
唱
窪
三
朔
℃
穴
瓢
（
α
）
…
切
δ
自
實
窪
ダ
㍗
r
H
り
b
。
倉
。
．
c
。
㎝
i

　
c
。
ρ
G
。
ド

③
因
に
カ
ー
は
危
機
を
生
産
不
足
で
は
な
く
、
工
業
価
格
が
高
騰
し
た
た
め
農
村

布
場
を
失
っ
た
結
果
と
見
て
い
る
（
団
．
国
．
O
鷲
5
。
℃
・
鼻
．
も
．
①
①
し
8
）
。

④
穴
瓢
∩
∩
。
・
需
ω
o
鎗
。
量
美
＝
℃
①
罎
①
登
臨
〔
需
銘
。
。
・
冒
容
＝
曾
需
畢
【
［
｛
ご
【
雪
①
閉
【
￥

　
ン
δ
脚
琶
（
”
5
b
。
嚇
羅
こ
一
雪
O
層
ρ
窃
宅
．

⑤
〉
し
く
畏
三
三
噛
気
奉
ω
■
。
↓
燭
二
戸
。
』
景
趣
。
。
っ
・

⑥
門
』
ピ
酬
虫
送
【
｝
胴
§
δ
じ
・
。
同
＆
ざ
く
ω
O
y
お
ト
。
ω
讐
窯
ρ
芦
ρ
δ
．
ρ
甥
O
弓
醤
＝
－

　
出
一
声
鵠
ω
9
巽
剛
ま
。
巷
。
器
。
。
o
h
o
｝
三
茸
↓
■
ト
っ
’
㍗
ピ
曽
H
¢
＄
℃
ρ
蒔
メ
同
様
な
主
張
は

　
＝
■
9
鎚
8
負
轟
「
〈
①
○
〉
噛
お
b
。
も
。
u
累
。
．
馬
田
ρ
観
．

⑦
ゆ
ら
．
智
。
》
§
幽
噛
さ
6
ω
．
。
↓
碧
げ
幹
ρ
N
。
。
ρ

⑧
こ
れ
に
対
し
都
市
市
場
と
農
村
市
場
を
併
せ
た
国
内
総
市
場
容
量
は
価
格
関
係

　
に
係
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
も
あ
る
（
丼
｝
【
白
犠
畠
欝
’
〈
6
×
y

　
一
8
合
活
。
．
押
ρ
b
。
b
。
む
。

⑨
〉
』
。
』
o
n
三
隅
竃
ご
く
ω
O
＞
閣
お
ト
⊃
《
属
ρ
さ
。
”
ρ
㊤
．

⑩
　
丼
×
O
容
℃
O
押
望
鳶
い
．
∩
話
帰
ぴ
鈎
堵
ρ
押
ρ
Q
o
b
∂
■
一
　
三
年
も
ほ
ぼ
同
じ
水
準

　
（
〈
ω
O
y
H
露
。
。
い
賭
ρ
。
。
蒐
。
。
G
。
。
。
し
。
資
料
に
よ
り
い
く
ら
か
の
異
同
が
あ
る
。

⑬
ご
d
◆
樽
な
。
7
望
魑
望
蕾
ω
．
自
臼
ぴ
卸
。
◆
b
。
。
。
P

⑫
令
弓
y
卜
。
刈
9
q
獣
冨
μ
り
器
■

⑬
〈
日
豊
き
雷
y
b
。
H
。
§
凶
9
論
ド
㊤
卜
。
ω
・

⑭
二
二
／
二
三
年
度
の
饗
舘
岩
場
容
器
は
戦
前
の
七
分
の
一
と
す
る
諏
・
リ
ト
シ

　
ェ
ン
コ
（
出
」
，
圏
・
き
胃
。
議
①
翼
P
剛
6
⑦
。
亭
塗
。
開
（
愚
9
昆
㌶
零
。
5
隔
り
B
－
悼
G
。
り
g
メ

　
ン
r
お
ト
。
。
。
噛
。
．
宅
■
）
、
戦
前
水
準
の
穴
O
l
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
と

　
す
る
ス
ト
ル
、
ミ
ー
リ
ン
（
ρ
9
逗
7
自
董
岳
層
〈
ω
O
y
H
り
ト
。
《
ズ
。
」
”
ρ
H
ご
等

　
々
の
い
く
つ
か
の
異
っ
た
評
価
が
あ
る
。

⑮
農
村
外
市
場
と
内
市
場
を
ど
の
よ
う
な
割
合
で
見
る
か
も
意
見
の
分
れ
る
所
で

　
あ
る
。
H
・
コ
ソ
ド
ラ
ー
チ
ェ
ブ
は
大
工
業
と
ク
ス
タ
ー
リ
工
業
に
対
す
る
消
費

　
比
を
ほ
ぼ
五
対
三
と
す
る
（
困
，
閏
蚤
」
8
養
冨
亭
貫
合
×
〉
噛
お
鐸
宕
P
G
。
噛
ρ

　
H
c
。
卜
。
・
）
。
B
・
n
・
ダ
ニ
ー
p
フ
は
農
村
内
取
引
は
農
村
外
よ
り
わ
ず
か
に
少
な
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い
程
度
と
し
て
い
る
（
じ
g
■
戸
鋼
建
護
。
望
6
0
己
。
o
↓
o
圃
（
銘
き
…
｛
o
羨
。
毘
銘
結
℃
o
。
。
甲
箪

　
三
‘
お
δ
＝
ρ
δ
0
）
。

⑯
例
え
ば
〉
’
写
9
葺
呂
。
難
闘
搾
合
昌
。
警
8
×
o
ω
聾
。
↓
し
・
o
y
む
b
。
押
累
ρ
。
。
’
ρ

　
一
ら
ゆ
■

⑰
　
キ
ー
エ
フ
県
で
は
農
民
一
人
認
り
年
間
必
要
な
織
布
は
○
・
五
デ
シ
ャ
チ
ー
ナ

　
か
ら
の
ラ
イ
麦
収
穫
量
に
匹
敵
し
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と
言
わ
れ
る
（
〈
↓
弓
y
ら
。
O
唄
§
渥
6
b
。
。
。
．
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⑱
り
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（
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O
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お
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≧
．
否
蓋
｝
霞
δ
・
。
。
一
鼠
ざ
く
ω
O
y
お
炭
団
。
払
b
。
層
ρ
N
b
。
．

⑳
　
〈
①
ス
O
畿
O
レ
｛
剛
一
遁
⑦
O
剛
（
藩
国
　
》
州
｛
＝
ω
工
ぴ
〉
「
嵩
閑
δ
ま
9
同
8
Q
。
■

⑳
憂
℃
租
Φ
員
暴
望
剛
§
梱
。
↓
鷲
ぴ
頴
魑
ρ
㎝
鮮

⑳
　
〈
↓
護
「
y
b
o
①
9
（
↓
融
雪
お
器
．

⑪
　
↓
O
＝
鵠
h
琶
↓
雪
幽
ε
昌
昌
。
酬
員
蚤
℃
穴
ロ
（
α
）
…
9
0
養
。
同
窪
ぴ
層
ρ
c
。
？
8
り

⑳
　
〉
」
〈
社
葬
【
｝
圃
ダ
さ
6
ω
巳
。
↓
農
ぴ
ジ
ρ
ト
ニ
Φ
．

⑳
∩
『
8
・
8
や
お
ト
。
N
累
p
①
距
。
↓
・
。
。
卜
。
8

⑭
　
二
二
年
一
か
月
の
条
例
で
一
一
二
年
型
紙
幣
～
○
○
ル
ー
ブ
リ
は
二
三
年
型
紙
幣

　
一
ル
ー
ブ
リ
と
等
価
…
と
さ
れ
た
　
（
〈
切
O
碧
山
O
電
y
鱒
①
O
訳
雷
9
論
H
ゆ
b
o
込
。
■
）
。

⑮
　
詳
し
く
は
木
村
再
認
「
『
貨
幣
』
の
復
興
過
程
」
（
中
山
弘
正
編
著
前
掲
書
）
参

　
照
。

　
　
芦
δ
零
し
ロ
宍
a
♂
〈
ゆ
o
q
麟
ヨ
ハ
食
饅
撃
8
じ
び
y
お
霧
魑
裟
。
．
μ
ρ
お
み
野

⑳
　
彼
は
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
工
業
と
濃
業
の
生
産
の
不
均
衡
を
挙
げ
て
い
る
。

⑳
鋭
9
、
旨
畢
干
ω
鶏
ρ
合
×
y
6
b
。
企
渚
ρ
押
ρ
巳
㊤
■

⑳
9
ご
箪
X
。
》
8
。
切
℃
気
馴
§
’
q
備
目
ぴ
茸
ρ
。
。
㌣
。
。
心
．

⑳
〉
■
O
看
憲
干
ω
鎚
ρ
望
謹
ω
マ
。
目
m
亭
卸
ρ
ト
。
O
b
。
と
蒔
．

⑪
〉
　
ρ
間
く
顕
0
2
畠
”
さ
B
ω
．
∩
円
麟
↓
田
嘲
ρ
慰
も
。
■
置
伊

⑫
　
ラ
ぬ
，
O
o
円
。
き
田
羨
。
し
。
、
〈
↓
コ
リ
y
鍾
9
《
↓
濫
冨
δ
b
o
ω
■

⑳
〉
　
二
四
年
・
　
二
月
～
○
日
以
後
の
価
値
関
係
は
二
三
年
型
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
五
万
ル
ー

　
ブ
リ
ー
－
一
襲
ル
ー
ブ
リ
ー
ー
　
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
（
O
蟹
℃
O
魯
O
潭
お
b
o
鎖
国
ρ
心
伊

　
∩
↓
．
幽
ω
ω
マ
）
。

⑭
　
〈
切
銘
蓉
話
y
b
o
一
器
蔓
。
越
日
Φ
卜
⊃
9
0
．

⑮
o
ご
罫
9
℃
＆
ぴ
美
8
噛
〈
習
葛
畏
・
y
込
。
き
鵠
9
蟻
食
Φ
b
。
。
。
・
〉
．
沁
。
℃
。
旨
の
＝
剛
ε
．
〈
諺
弓
y

　
O
鉢
Φ
同
霞
O
唱
鵠
戸
り
N
Q
Q
．
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三
　
工
業
価
格
形
成

工
業
生
産
価
格
に
つ
い
て
は
便
宜
上
そ
れ
を
㈲
原
料
価
格
と
㈲
生
産
諸
経
費
に
分
け
各
々
を
検
討
す
る
。

②
原
料
価
格



ソヴェト「二三年危機i」　（梶川）

　
二
二
年
の
農
産
物
原
料
（
棉
花
、
亜
麻
、
麻
、
羊
毛
、
皮
革
）
は
戦
前
に
比
べ
て
非
常
に
安
か
っ
た
。
工
業
生
産
が
低
落
し
、
原
料
市
場
は
解
体

さ
れ
、
原
料
は
二
束
三
文
で
売
ら
れ
て
い
た
。
　
ラ
イ
麦
比
で
も
原
料
は
安
価
で
あ
っ
た
。
　
例
え
ば
棉
花
一
プ
…
ド
は
戦
前
は
ラ
イ
麦
二
〇
・

八
プ
ー
ヂ
と
交
換
さ
れ
て
い
た
が
、
　
二
二
年
七
月
に
は
ラ
イ
菱
八
・
四
プ
ー
ド
に
ま
で
下
っ
た
。
羊
毛
は
同
じ
く
五
六
プ
ー
ド
か
ら
一
一
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ー
ド
に
下
っ
た
。
だ
が
二
二
年
後
半
期
か
ら
工
業
の
復
興
に
応
じ
て
原
料
価
格
は
徐
々
に
上
昇
し
始
め
る
。
更
に
国
内
原
料
よ
り
高
い
輸
入
原

料
が
国
内
原
料
価
格
を
押
上
げ
た
。
二
二
年
八
月
に
は
戦
前
と
の
価
格
比
で
繊
維
原
料
は
○
・
六
三
で
あ
っ
た
が
、
一
一
月
に
は
一
・
四
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

高
騰
し
た
（
綿
布
価
格
は
同
じ
く
○
・
九
五
か
ら
一
・
六
〇
に
上
昇
）
。
棉
花
価
格
は
二
二
年
後
半
期
に
急
激
な
上
昇
を
見
せ
、
二
三
年
に
は
他
の
原

料
よ
り
も
緩
慢
な
テ
ム
ポ
で
あ
る
が
高
騰
し
続
け
た
。
紡
糸
一
プ
ー
ド
の
棉
花
価
格
は
戦
前
は
一
五
ル
ー
ブ
リ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

＝
一
月
で
二
三
商
品
ル
ー
ブ
リ
、
二
三
年
九
月
で
二
七
ル
ー
ブ
リ
と
な
っ
た
。
C
・
モ
ル
チ
ャ
ー
ノ
ブ
は
工
業
価
格
高
騰
の
要
因
と
し
て
原
料

価
格
を
以
下
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。
二
三
年
は
じ
め
ま
で
多
く
の
工
業
製
品
に
と
っ
て
原
料
価
格
は
工
業
価
格
の
上
昇
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
後
は
生
産
価
格
騰
貴
へ
の
刺
戟
と
な
っ
た
。
例
え
ば
紡
糸
の
原
料
価
格
は
二
三
年
九
月
で
戦
前
に
比
べ
て
四
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

パ
ー
セ
ン
ト
高
騰
し
た
。
生
産
価
格
の
上
昇
分
の
う
ち
五
九
－
四
三
パ
！
セ
ン
ト
は
原
料
の
高
騰
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
、
と
。
全
ロ
シ
ア
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

維
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
代
表
も
繊
維
の
価
格
高
騰
を
主
に
市
場
で
の
高
い
原
料
価
格
に
よ
っ
て
引
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
B
C
H
X

も
二
三
年
夏
の
物
価
高
騰
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
原
料
高
騰
を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
七
月
で
亜
麻
原
料
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
騰
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

同
じ
割
合
で
亜
麻
織
物
価
格
も
上
昇
し
た
と
雷
う
。

　
で
は
こ
の
よ
う
な
原
料
価
格
の
上
昇
は
原
料
生
産
拡
大
へ
の
刺
戟
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
は
第
一
二
回
党
大
会
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

料
危
機
を
訴
え
た
よ
う
に
、
工
芸
用
作
物
の
生
産
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
刺
戟
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
調
達
機
関
は
未
組
織
で
、
変
遷
と
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

市
に
調
達
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
た
だ
け
で
、
農
民
か
ら
は
代
表
機
関
－
私
的
買
付
人
を
通
し
て
原
料
の
買
付
け
が
行
な
わ
れ
、
　
「
シ
シ
の
分

前
」
は
彼
ら
の
懐
に
入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
完
成
品
の
大
幅
な
価
格
高
騰
が
逆
に
原
料
市
場
価
格
を
吊
上
げ
た
た
め
、
原
料
の
私
的
買
付

人
は
国
家
機
関
よ
り
二
⊥
二
倍
高
く
支
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
私
的
買
付
人
の
立
場
が
強
化
さ
れ
る
一
方
で
、
農
民
は
同
量
の
原
料
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⑨

を
販
売
し
て
も
戦
前
の
三
分
の
一
の
完
成
品
し
か
受
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
二
三
年
一
〇
月
以
後
の
完
成
品
の
価
格
低
下
は
こ
う
し
た
原
料
価
格
の
上
昇
に
係
わ
り
な
く
行
な
わ
れ
た
。
二
三
年

一
〇
月
－
二
四
年
五
月
で
原
料
亜
麻
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
騰
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
亜
麻
製
品
価
格
は
二
〇
－
三
〇
パ

　
　
　
　
　
　
　
⑩

ー
セ
ン
ト
低
下
し
た
。
ま
た
二
三
一
二
四
年
に
原
料
影
面
の
規
則
が
開
始
さ
れ
た
。
例
え
ば
二
三
年
二
一
月
に
K
B
T

は
牧
羊
者
へ
の
最
低
調
達
価
格
を
定
め
た
。
こ
こ
で
羊
毛
一
プ
ー
ド
当
り
の
調
達
価
格
が
四
・
二
七
ル
ー
ブ
リ
か
ら
五

・
八
五
ル
ー
ブ
リ
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
諸
経
費
は
三
・
九
三
ル
ー
ブ
リ
か
ら
二
・
八
五
ル
ー
ブ
リ
に
引
下
げ

　
　
⑪

ら
れ
た
。

　
だ
が
そ
れ
で
も
原
料
市
場
は
自
由
価
格
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
調
達
価
格
、
従
っ
て
私
的
買
付
人
の
跳
梁
、
工
芸
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

作
物
の
低
い
収
穫
率
に
悩
ま
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
㈲
　
生
産
諸
経
費

　
C
・
モ
ル
チ
ャ
ー
ノ
ブ
に
拠
れ
ば
生
産
諸
経
費
は
次
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
O
直
接
企
業
活
動
に

係
わ
る
も
の
（
工
場
内
経
費
、
輸
送
費
、
工
場
管
理
費
）
と
⇔
企
業
活
動
に
係
わ
り
な
く
客
体
的
条
件
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

る
も
の
（
賃
金
、
税
、
保
険
、
遊
休
工
場
維
持
歯
、
固
定
資
本
の
利
子
、
減
価
償
却
）
で
あ
る
。
e
は
企
業
の
合
理
化
に
よ
り
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

少
可
能
だ
が
多
く
の
商
品
に
と
っ
て
⇔
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
諸
経
費
の
う
ち
⇔
の
比
率
は
粉
砂
糖
工
業
が
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

高
く
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
キ
ャ
リ
コ
、
鋳
物
で
各
々
四
三
、
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
低
い
。

　
生
産
価
格
に
占
め
る
諸
経
費
の
割
合
は
（
表
一
）
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
販
売
取
引
高
に
反
比
例
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
高
い
の
は
そ
の
八
○
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
負
債
返
済
の
た
め
で
あ
る
。

ー
ト
で
二
二
年
夏
に
月
間
取
引
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

カ
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
月
間
取
引
が
二
倍
に
増
加
し
た
時
、
同
じ
く
こ
の
割
合
は
四
四
か
ら
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
た
。

取引高に対する諸経費比

3．3cro

4．9ク

16．6　1i

（表1）

叛売取引高
135兆ルーブリ

86　一！

81　　ク

石油シンジケート

皮革　　〃

繊維　　〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
維
　
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
諸
経
蒋
ハ

　
　
　
　
　
別
の
資
料
で
も
こ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
窯
業
シ
ン
ジ
ケ

取
引
に
対
す
る
諸
経
費
の
割
合
は
三
六
か
ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
マ
ホ
ル

88　（88）
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そ
し
て
生
産
原
価
に
対
す
る
諸
経
費
の
割
合
は
二
二
年
一
〇
月
か
ら
二
三
年
一
〇
月
ま
で
で
戦
前
に
比
べ
ニ
ー
一
・
七
倍
に
も
な
っ
た
の
で

　
⑰

あ
る
。
従
っ
て
価
格
論
争
の
中
で
諸
経
費
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　
以
下
生
産
諸
経
費
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点
に
触
れ
て
み
よ
う
。

　
　
ω
　
労
働
コ
ス
ト

　
ゴ
ス
プ
ラ
ン
経
済
統
計
部
腱
ス
ト
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
を
諸
経
費
増
大
の
主
な
要
因
と
見
た
。
工
場
労
働
着
の
生
産
性
は
二

二
年
は
戦
前
比
で
○
・
五
倍
、
二
三
年
は
○
・
六
倍
に
低
下
し
た
た
め
、
工
業
の
労
働
コ
ス
ト
は
二
二
年
一
〇
月
で
戦
前
の
二
・
八
倍
、
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

年
一
〇
月
で
一
・
八
倍
に
上
昇
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
ロ
ス
ト
を
押
上
げ
る
要
素
に
工
場
の
操
業
率
の
低
下
と
人
件
費
の
膨
張

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
操
業
率
に
つ
い
て
は
、
平
均
し
て
企
業
の
生
産
能
力
の
六
〇
－
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
時
に
は
一
〇
－
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
操
業
さ
れ
ず
、

こ
れ
が
企
業
維
持
費
を
高
く
し
て
い
た
。
更
に
機
械
停
止
に
よ
る
作
業
中
断
は
モ
ス
ク
ワ
の
大
企
業
の
一
つ
で
労
働
日
の
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

　
　
　
　
⑳

及
ん
で
い
た
。

　
人
件
費
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
最
大
の
支
出
で
あ
っ
た
。
節
会
保
険
、
文
化
啓
蒙
費
、
労
働
組
合
維
持
費
を
含
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
件
費
の
生
産
諸
経
費
に
占
め
る
割
合
は
繊
維
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
二
三
・
一
、
マ
ッ
チ
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
三
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

更
紗
の
価
格
構
成
を
見
れ
ば
、
三
＝
ル
ー
ブ
リ
の
原
料
棉
（
三
・
五
プ
ー
ド
）
を
買
付
け
、
一
プ
ー
ド
の
更
紗
一
七
五
〇
ル
ー
ブ
リ
（
壬
二
年
型
紙

幣
）
と
な
る
。
　
こ
の
生
産
価
格
の
う
ち
原
料
費
が
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
労
働
者
と
職
員
の
賃
金
は
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
に
社
会
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

険
等
を
加
え
れ
ば
人
件
費
は
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
し
か
し
戦
前
比
で
労
働
者
賃
金
が
二
二
年
一
〇
月
で
三
七
・
七
、
二
三
年
九
月
で
も
五
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
以
上
賃
金
を
引
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
三
回
党
協
議
会
の
決
議
で
も
二
三
年
秋
に
賃
金
に
対
す
る
労
働
者
の
強
い
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

⑳る
。
従
っ
て
人
員
削
減
に
よ
っ
て
人
件
費
を
縮
少
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
企
業
内
で
労
働
者
よ
り
高
賃
金
の
職
員
構
成
の
比
率
が
著
し
く
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労働生産性
　　（gro）

100

1e3．0

106a9

104．9

114．5

俵2）

　　H額賃金
（カペイク）（％）

72．6

71．8

74．2

76，3

76．8

76．6

1oe

98．9

1e2．2

105．1

105．8

105．5

1923年 1月

2月

3月

4月

5月

6月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
主
因
と
は
見
な
か
っ
た
。

・
八
か
ら
三
暇
・
五
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ッ
・
ル
ー
ブ
リ
に
上
昇
し
て
い
る
。

　
　
②
鉄
　
道
運
賃

　
ニ
明
年
に
な
る
と
鉄
道
は
改
善
さ
れ
た
。
修
理
済
機
関
車
台
数
は
二
月
の
二
九
七
輌
か
ら
六
月
に
は
三
六
四
輌
に
、
貨
車
は
同
じ
く
一
三
、

四
四
六
輌
か
ら
一
八
、
四
五
五
輌
に
増
加
し
た
。
機
関
車
台
数
は
二
一
／
二
二
年
度
の
六
六
四
七
輔
か
ら
二
二
／
二
三
年
度
に
は
七
九
六
三
輌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
増
加
し
、
平
均
貨
物
積
載
鑑
は
五
二
四
プ
ー
ド
か
ら
五
五
八
プ
ー
ド
に
増
え
た
。

　
新
運
賃
が
二
二
年
五
月
置
定
め
ら
れ
た
。
人
民
委
員
会
議
指
令
に
拠
り
、
六
月
一
日
以
後
旅
客
及
び
小
荷
物
運
賃
に
つ
い
て
は
一
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
〇
日
ま
で
の
、
貨
物
運
賃
に
つ
い
て
は
一
＝
年
一
月
一
日
ま
で
の
運
賃
率
を
各
々
二
百
万
倍
し
た
新
運
賃
率
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
早
く

　
　
高
く
な
っ
て
い
た
。
二
二
年
に
工
業
企
業
で
の
労
働
者
数
に
対
す
る
職
員
数
の
比
率
は
戦
前
の
九
か
ら
一
七

細
づ
セ
ン
・
に
増
加
し
恥
次
い
で
厚
内
の
補
助
労
働
書
・
・
霧
・
一
愚
書
§
・
監
数
が
癸

　
　
し
た
。
木
綿
・
織
物
工
場
で
一
九
一
三
年
に
は
労
働
老
一
〇
〇
人
に
対
し
補
助
労
働
者
は
六
・
五
人
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
た
が
、
二
四
年
五
月
に
は
一
七
・
九
人
と
な
っ
た
。
更
に
人
件
費
に
含
ま
れ
る
賃
金
外
の
経
費
の
大
き
さ
に

　
　
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
A
・
ト
ロ
ヤ
ノ
ー
フ
ス
キ
イ
が
正
し
く
指
摘
し
た
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
人
件
費
削
減
は
労
働
の
適
正
で
合
目
的
的
な
組
織
化
に
係
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
少
な
く
と
も
賃
金
上
昇
を
価
格
高
騰
の
要
因
と
見
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
三
年

　
　
は
じ
め
ま
で
は
労
働
生
産
性
の
低
下
は
低
賃
金
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
網
殺
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
ス
ト
ル
ミ
ー
リ
ン

　
　
に
拠
れ
ば
（
表
二
）
で
見
る
よ
う
に
、
二
三
年
前
半
期
は
生
産
性
が
賃
金
（
モ
ス
ク
ワ
商
品
カ
ペ
イ
ク
で
計
箕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
の
上
昇
を
超
え
て
い
た
。
二
三
年
一
〇
月
末
の
B
C
H
X
幹
部
会
拡
大
会
議
で
価
格
問
題
が
審
議
さ
れ
た
際
、

　
　
A
・
五
・
ソ
コ
ロ
ー
フ
ス
キ
イ
は
労
働
生
産
性
を
超
え
る
賃
金
の
上
昇
を
確
認
し
た
が
、
そ
れ
を
価
格
高
騰

事
実
、
工
業
価
格
が
低
下
し
は
じ
め
た
一
一
三
年
一
〇
月
か
ら
二
四
年
一
月
ま
で
で
工
業
平
均
の
実
質
賃
金
は
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
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も
一
〇
月
末
の
条
例
で
小
荷
物
と
貨
物
運
賃
が
二
五
パ
…
セ
ン
ト
値
上
げ
さ
れ
、
二
三
年
は
（
表
屋
）
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
ほ
ぼ
一
ケ
月
お
き

に
貨
物
運
賃
率
の
改
訂
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
運
賃
率
の
変
動
は
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
の
価
値
低
下
に
連
動
し
て
い
る
。
一
一
三
年
一
月
か
ら

五
月
中
旬
ま
で
は
貨
物
運
賃
率
は
ゴ
ス
プ
ラ
ン
指
数
と
ほ
ぼ
等
し
く
、
五
月
以
後
は
若
干
低
く
な
っ
た
が
概
ね
合
致
し
て
い
た
。

　
　
　
⑰
⑳
鐙
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
　
　
だ
が
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
運
賃
率
に
対
し
、
現
行
の
運
賃
率
は
戦
前
に
比
べ
二
〇
－
二
五
パ
ー
セ

（衷3）

引上率

sego

33　！！

13ク

14　！1

27　！1

31ク

37　1！

75ク

間期

　1月20日以後

2月15日一3月1S日

4月15日一5月1罠
　6月15日以後

　7月1－15日
　7月15－31日

　9月1－15日
　9月16日以後

ソヴェト「二三年危機」　（梶川）

ン
ト
高
い
と
か
、
均
一
運
賃
率
は
貨
物
に
よ
っ
て
支
払
能
力
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
、
と
の
欠
陥
も
指
摘

　
　
⑮

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
個
々
の
工
業
製
品
価
格
に
対
す
る
運
賃
（
補
助
手
数
料
を
含
む
）
の
比
率
は
戦
前
と
二
三
年
と
で
殆
ん
ど
変

　
　
　
　
　
　
⑰

化
が
見
ら
れ
な
い
（
表
四
参
照
）
。
工
業
価
格
の
高
騰
が
運
賃
の
上
昇
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
は
開
ら
か
で

あ
る
。
二
三
年
三
月
現
在
戦
前
よ
り
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
運
賃
が
高
い
と
し
て
も
二
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
騰

し
た
繊
維
製
品
は
殆
ん
ど
影
響
を
蒙
ら
な
か
っ
た
。
二
三
年
一
〇
月
の
価
格
へ
の
鉄
道
運
賃
の
影
響
を
審

議
し
た
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
で
M
・
K
・
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
フ
は
鉄
道
運
賃
は
価
格
変
動
に
全
く
影
響
を
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ぼ
し
て
い
な
い
、
と
報
告
し
た
。

　
更
に
諸
経
費
に
占
め
る
輸
送
費
の
割
合
は
皮
革
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
八
・
四
、
　
マ
ッ
チ
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
一
三
、
繊
維
で
二
・
二
、
　
石
油
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
く
、
運
賃
上
昇
を
工
業
価
格
高
騰
の
要
因
と
見
敬
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
低
落
し
て
い
る
農
産
物
価
格
に
と
っ
て
こ
の
運
賃
上
昇
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ラ
イ
麦
価
格
に
対
す
る
運
賃
比
は
＝
二
年
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
二
三
年
一
〇
月
に
は
三
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
前
述
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
で
は
二
月
の
穀
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

価
格
の
五
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
が
鉄
道
運
賃
と
補
助
手
数
料
で
あ
る
（
戦
前
は
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
）
と
指
摘
さ
れ
た
。
二
三
年
一
〇
月
で
ツ
ァ
リ
ー

ツ
イ
ソ
県
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
雄
牛
を
運
ぶ
の
に
運
賃
は
調
達
価
格
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ス
モ
レ
ー
ン
ス
ク
県
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
生
肉
を
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
に
運
賃
は
肉
価
格
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
っ
た
。
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⑧

　
こ
う
し
て
運
賃
は
「
農
産
物
に
と
っ
て
行
き
ど
こ
ろ
の
な
い
状
態
」
を
創
り
出
し

て
い
た
。

　
　
㈲
諸
　
　
　
税

　
一
三
／
二
三
年
度
の
工
業
へ
の
直
接
税
と
問
接
税
の
総
額
は
E
・
A
・
プ
レ
オ
ブ

ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
計
算
で
は
純
生
産
額
の
一
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
ゴ
ス
プ
ラ
ン

経
済
統
計
部
の
計
算
で
は
一
〇
－
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
戦
前
水
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
八
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。

　
モ
ル
チ
ャ
ー
ノ
ブ
は
二
三
年
は
じ
め
の
論
文
で
は
税
は
工
業
に
と
っ
て
重
い
負
担

に
な
っ
て
い
る
が
実
際
に
は
取
引
額
に
対
し
て
法
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
よ
り
遙
か
に
少
な
い
、
と
諸
経
費
に
占
め
る
税
（
均
等
税
）
の
役
割
を
低
く
評

価
し
て
い
た
。
例
え
ば
取
引
額
へ
の
課
税
率
は
皮
革
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
一
・
三
、
繊

維
で
○
・
ニ
パ
…
セ
ン
ト
と
。
　
一
方
諸
経
費
に
対
す
る
税
の
比
率
は
皮
革
シ
ン
ジ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ー
ト
で
二
六
二
二
、
繊
維
で
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
様
々
で
あ
る
。

（表4）

1913年

　80
　13．36

　16．7（％）

　250

　　7．3

　　2．9（90）

810

　24．7

　　3．0（erto）

1923年10月

　　le2

　　21．7

　　21，3　（ero）

　　364

　　10．8

　　　3．0（90）

　1384

　　29．3

　　　2．1（90）

製品名・輸送条件

絡
賃
比

　
　
賃

価
気
運

　
　
タ

　
　
以

　
ド
が

鉄
一
ヴ

　
プ
0
0

鋳
1
1
0 自

門
比

　
　
賃

価
運
運

　
　
タ

　
　
以

　
　
到

箱
倣

釘
1
1
5マッチ

1パッケージ

500ヴェルスタ

価格
運賃
運賃比

更紗　　　　価格
Pアルシン　　運賃
Q00Gヴェルスタ　運賃比

14

O．5

R．6（％）

26

O．7

Q．7（％）

（運賃比の計算上の誤りは断りなしに訂正してある）
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だ
が
彼
は
四
月
に
な
る
と
課
税
負
担
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
戦
前
は

工
業
取
引
額
に
対
す
る
課
税
率
は
O
・
五
－
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
現
在
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
、
戦
前
よ
り
遙
か
に
大
き
く
な
っ

た
と
言
う
。
従
っ
て
生
産
価
格
に
占
め
る
課
税
率
も
戦
前
に
比
べ
て
二
三
年
は
、
粉
砂
糖
で
二
・
一
か
ら
一
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
木
綿
糸
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。
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ヨ
9
鵠
お
b
。
。
。
嘲
〉
㍉
養
ω
9
、
ヌ
〈
↓
再
）
糟
b
。
Φ
器
蔓
。
8
罵
り
“
。
。
。
．

⑳
〈
↓
弓
y
二
〇
§
ま
ヨ
お
b
。
。
。
・

⑪
∩
貫
O
望
℃
0
合
O
で
」
露
G
。
婚
岩
。
．
①
ρ
。
↓
■
①
O
メ
（
六
月
二
九
日
付
）
O
賓
℃
O
⇔
－

　
∩
℃
．
H
㊤
舘
’
客
ρ
。
。
野
。
β
。
。
一
。
。
，
（
七
月
一
七
日
付
）
。

⑫
∩
望
℃
O
合
O
勺
レ
O
卜
。
G
。
層
濱
ρ
0
9
。
↓
．
り
G
。
把

⑳
　
　
一
〇
月
二
五
日
現
在
の
価
格
（
三
．
諏
の
じ
コ
。
【
岩
9
｛
”
〈
↓
コ
「
〉
讐
㊤
ぎ
国
9
鵠
ド
①
卜
⊃
ω
’
）
。

⑭
塩
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
は
ま
だ
取
引
額
に
対
し
て
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
均
等
税

　
（
〈
尋
帥
畏
帥
y
α
9
（
話
9
頴
巳
邸
ω
．
）
と
純
所
得
に
対
す
る
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
企
業

　
所
得
税
（
O
望
　
℃
O
曾
O
℃
■
　
H
㊤
b
o
も
Q
’
　
甥
O
．
　
①
H
．
　
O
↓
’
　
α
刈
Q
Q
・
）
が
課
せ
ら
れ
る
。

⑯
ρ
≧
。
軽
塁
。
じ
・
ス
↓
弓
y
曽
↑
o
じ
・
g
§
δ
b
。
ω
■

四
商
業
の
問
題
点

ソヴェト「二三年危機」　（梶川）

　
二
三
年
一
〇
月
末
の
B
C
H
X
幹
部
会
拡
大
会
議
で
価
格
差
問
題
に
関
す
る
審
議
が
行
な
わ
れ
、
ソ
コ
ロ
ー
フ
ス
キ
イ
が
報
告
に
立
ち
「
鋏
」

問
題
を
分
析
し
た
。
彼
は
工
業
価
格
の
高
騰
の
原
因
を
特
に
生
産
諸
経
費
の
増
大
に
見
た
。
例
え
ば
諸
経
費
は
精
製
砂
糖
価
格
の
六
〇
、
塩
の

六
三
－
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
と
。
だ
が
卸
売
を
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
超
え
る
小
売
価
格
の
原
因
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
な
か

　
①つ

た
。
販
売
危
機
の
下
で
は
消
費
者
に
と
っ
て
の
直
接
の
購
入
価
格
で
あ
る
小
売
価
格
こ
そ
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
。

　
卸
・
小
売
価
格
差
が
戦
前
に
比
べ
て
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
工
三
年
一
〇
月
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
審
議
会
で
「
中
央
で
価
格
が
一
〇

カ
ペ
イ
ク
低
下
し
て
も
、
商
贔
が
わ
れ
わ
れ
の
手
に
届
く
ま
で
に
新
た
に
一
ル
ー
ブ
リ
高
く
な
っ
て
い
る
」
と
の
農
民
の
発
言
が
紹
介
さ
れ
た
。

報
告
に
立
っ
た
カ
リ
ニ
ン
コ
フ
教
授
は
更
紗
小
売
価
格
は
卸
売
よ
り
三
〇
i
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
が
、
そ
れ
が
地
方
で
は
五
〇
一
八
○
パ
…
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（表5）　シソジケ・一・　b中央管理部の商業諸経費比（％）

その他仲　介
委託料税運賃

脇
認
5
9

蔦
偲
器

13．5

8．7

17．0

9．2

20．1

10．0

事務・

経営費

11．6

38．7

19．1

負債利子

　　39．0

　　23．8

人件費

19．3

28．8

20．6

　
　
　

二
二
均

繊
金
平

＊　平均とは金属，タバコ，繊維，皮革等の11シンジケート平均

だ
が
こ
れ
は
誇
張
さ
れ
た
里
謡
・
で
な
く
、

ブ
リ
、
国
家
卸
売
価
格
は

　
　
⑦

と
言
う
。

一
七 セ

ン
ト
、
農
村
で
は
更
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ス
ト
ル
ミ
ー
リ
ソ
は
卸
・
小
売
価
格
差
は
戦
前

よ
り
三
倍
大
き
い
、
即
ち
以
前
は
一
ル
ー
ブ
リ
に
つ
き
二
〇
カ
ペ
イ
ク
の
上
乗
金
が
あ
っ
た
が
現
在
は
六
〇
カ
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

イ
ク
に
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
控
え
目
な
数
字
で
は
あ
っ
た
が
大
き
な
商
業
諸
経
費
が
小
売
価

格
を
高
騰
さ
せ
、
販
売
危
機
を
昂
進
さ
せ
て
い
る
と
の
認
識
が
経
済
学
者
に
は
あ
っ
た
。

　
二
三
年
一
一
九
月
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
商
業
諸
経
費
調
査
に
拠
れ
ば
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
中
央
管
理
部
の
商
業
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

経
費
の
内
訳
の
割
合
は
（
表
五
）
で
示
さ
れ
る
。
商
業
諸
経
費
も
生
産
諸
経
費
と
同
様
に
、
取
引
額
に
対
す
る
比

率
は
取
引
額
に
反
比
例
し
て
減
少
し
て
い
る
（
金
属
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
五
・
一
、
繊
維
で
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
全
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
平
均
で
負
債
利
子
払
い
の
割
合
が
大
き
く
、
こ
れ
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
流
動
資
本
の
不
足
を
物
語
っ

　
　
④

て
い
る
。

　
し
か
し
問
題
は
こ
れ
ら
商
業
諸
経
費
を
含
む
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
出
荷
価
格
後
の
価
格
形
成
に
あ
っ
た
。
出
荷
価
格

か
ら
小
売
販
売
価
格
へ
と
段
階
鯛
で
ど
の
よ
う
な
価
格
形
成
が
行
な
わ
れ
た
か
実
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
ツ
　
エ
　
ン
ト
ロ
　
　
ソ
　
ユ
　
　
ス

　
（
表
六
）
が
消
費
組
合
中
央
連
合
価
格
を
一
〇
〇
と
し
た
二
三
年
一
〇
月
一
日
の
更
紗
の
段
階
別
価
格
指
数
で

　
⑤

あ
る
。
（
表
帯
）
は
第
一
三
余
党
協
議
会
で
カ
ー
メ
ネ
フ
が
引
用
し
た
南
東
地
区
で
の
マ
ッ
チ
価
格
の
段
階
別
指

数
で
、
工
場
出
荷
価
格
を
一
〇
〇
と
し
て
い
る
。
　
カ
ー
メ
ネ
フ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
一
人
の
私
的
仲
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

人
も
な
く
総
て
国
家
機
関
を
経
て
い
る
の
に
農
民
は
工
場
出
荷
価
格
の
五
倍
以
上
も
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

　
　
　
ツ
エ
ソ
ト
ロ
ソ
ユ
　
ス

（
こ
こ
で
中
央
連
合
価
格
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
農
村
消
費
組
合
価
格
は
二
五
〇
と
な
り
、
更
紗
価
格
指
数
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
）
。

　
　
　
　
　
別
の
資
料
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
マ
ッ
チ
ー
ケ
ー
ス
（
一
〇
〇
〇
箱
）
の
生
産
価
格
は
三
・
六
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
六
倍
以
上
に
も
達
し
て
い
た

・
八
ル
ー
ブ
リ
で
あ
っ
た
が
農
村
小
売
店
で
の
価
格
は
二
ニ
ル
ー
ブ
リ
に
、
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ソヴェF「二三年危機」　（梶川）

　
こ
の
よ
う
に
流
通
価
格
が
肥
大
化
し
た
第
一
の
要
因
は
戦
前
に
比
べ
て
複
雑
に
な
っ
た
商
業
網
に
あ
る
。
戦
前
は
e
工
場
⇔
全
国
的
卸
売
業

者
⇔
地
方
的
卸
・
小
売
商
人
㈲
小
売
店
で
あ
っ
た
。
だ
が
当
時
は
0
工
業
ト
ラ
ス
ト
⇔
商
業
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
⇔
商
業
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
州
支
部
四
　

　
ツ
｝
ワ
ト
・
ソ
司
τ
ス
⑧

消
費
組
合
中
央
連
合
㈲
中
央
連
合
州
支
部
因
県
ソ
ユ
…
ス
㈹
小
売
店
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
の
商
業
網
を
経
る
毎
に
大
き
な
上
乗
金
が
掛
け
ら
れ
た
。
二
三
年
九
月
末
の
織
物
価
格
調
査
に
拠
れ
ば
、
ト
ラ
ス
ト
の
更
紗
出
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
　
　
　
　
　
ム

価
格
に
対
す
る
上
乗
金
は
ト
ゥ
ー
ラ
市
の
国
営
百
貨
店
で
三
一
・
七
、
消
費
組
合
県
ソ
ユ
ー
ス
で
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
四
七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
乗
せ
し
て
い
た
私
的
商
人
は
こ
れ
ら
と
充
分
に
競
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ヴ
ォ
ー
ロ
グ
ダ
市
で
は
更
紗
の
上
乗
金
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

営
商
業
で
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
た
。
モ
ス
ク
ワ
近
郊
で
、
か
つ
更
紗
の
よ
う
に
売
行
き
の
良
い
商
品
で
さ
え
国
営
n
協
同
組
合
は

こ
れ
だ
け
の
上
乗
金
を
掛
け
て
い
た
。
ま
ず
国
営
－
協
同
組
合
の
大
き
な
商
業
諸
経
費
が
大
き
な
上
乗
金
を
必
要
と
し
た
。
二
三
年
は
じ
め
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
引
に
対
す
る
商
業
諸
経
費
の
比
率
は
私
的
卸
売
商
業
と
小
売
商
業
で
六
・
一
と

（表6）　更紗段階別価格指数

100

174

191

183

216

243

ツエントロ　　ソユ　ス

中央連合価格
県ソェース
ソユース地区支部

郡消費組合
近郊村の消費組合

僻村の消費組合

（表7）　マッチ段階別価格指数

100

196

207

217

313

407

455

517

工場出荷価格

トラスト・シンジケート出荷価格
ツユントロ　　ソユロス

中央連合
ソユース・ロストフ支部

ドソ州ソユース

地区支部出荷価格

集　配　所
農村消費組合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
国
営
商
業
施
設
と
協
同
組
合
商
業
で
は
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
グ

・
六
と
一
八
・
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
に
も
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
ド
ソ
バ
ー
ス
商
業
部

の
商
業
諸
経
費
の
内
訳
を
見
れ
ば
、
諸
経
費
に
占
め
る
割
合
で
は
人
件
費
と
寄

付
護
。
舅
。
℃
房
。
ヒ
⇔
霞
目
Φ
が
大
き
く
、
各
々
五
一
と
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

⑫る
。
そ
の
上
国
営
－
協
同
組
合
商
業
は
大
き
な
利
潤
を
得
て
い
た
。
二
三
年
一
〇

月
の
モ
ス
ク
ワ
県
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
出
荷
価
格
一
・
ニ
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
・
ル

ー
ブ
リ
の
塩
が
一
〇
カ
ペ
イ
ク
の
割
増
金
を
付
け
て
小
売
店
で
ニ
ル
ー
ブ
リ
で
販

売
さ
れ
て
い
た
時
、
消
費
組
合
で
は
二
・
五
ル
ー
ブ
リ
で
販
売
さ
れ
、
六
六
力
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

イ
ク
の
利
潤
を
揚
げ
て
い
た
。
モ
ス
ク
ワ
縫
製
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
南
東
支
部
は
価

格
を
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
値
下
げ
し
て
も
ま
だ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
潤
率
が
あ
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更紗交換率

（衷8）

ライ蓑更紗区地

51

V1

雁
･
職
獅

66

T7

T9

U0

U0

U1

㎜
8
0
3
3
3
8
2
6
2
1

北　　　　部

モスクワ工業

中央農業
ヴォルガ中域
ウクライナ左岸

南部ステヅプ

私
的
商
人
や
ク
ラ
ー
ク
は
都
市
の
バ
ザ
ー
ル
の
た
め
の
商
品
を
買
付
け
に
遠
方
か
ら
で
も
農
村
バ
ザ
ー
ル
を
訪
れ
て
い
た
。

村
の
街
道
沿
い
の
私
的
小
売
店
で
は
釘
、

に
も
な
・
て
い
な
晦
・
こ
の
よ
う
な
農
村
市
場
の
賑
い
は
各
地
か
ら
報
じ
ら
れ
て
い
る
・

農
村
商
に
工
業
圏
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
工
業
と
農
業
の
価
格
差
だ
け
で
な
く
、
中
央
と
地
方
と
の
価
格
差
が
危
機
を
更
に
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
た
と
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
二
三
年
秋
に
モ
ス
ク
ワ
の
卸
売
価
格
で
更
紗
の
ラ
イ
麦
と
の
交
換
率
は
戦
前
よ
り
二
・
五
⊥
二
倍
高
く
な
っ
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
方
で
は
こ
の
交
換
率
は
六
一
一
〇
倍
、
所
に
よ
っ
て
は
一
七
倍
に
も
な
っ
て
い
た
と
言
う
。
二
三
年
一
〇
月
の
五
〇
〇
以
上
の
県
市
と
郡
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
実
施
さ
れ
た
調
査
で
も
同
様
な
結
果
を
示
し
て
い
る
。
　
（
表
八
）
で
示
さ
れ
る
ラ
イ
麦
一
プ
ー
ド
と
更
紗
一
ア
ル
シ
ン
の
地
区
別
価
格
（
チ
ェ

つ
⑭
。

　
オ

　
従
っ
て
私
的
商
人
は
国
営
朋
協
同
組
舎
機
関
と
価
格
の
点
で
競
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
一
一
三
年
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
オ
デ
ッ
サ
で
は
協
同
組
合
価
格
は
私
的
市
場
価
格
よ
り
四
〇
－
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
か
っ
た
。
ス
モ
ン
レ

ー
ン
ス
ク
の
農
村
消
費
組
合
の
指
導
者
は
二
三
年
秋
の
販
売
危
機
ま
で
安
く
買
っ
て
高
く
売
る
こ
と
を
金
科
玉

条
に
し
て
い
て
、
八
月
に
は
消
費
組
合
県
ソ
ユ
ー
ス
支
部
の
出
荷
価
格
に
対
し
て
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
上
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

金
を
掛
け
、
購
買
層
の
縮
少
と
協
同
組
合
商
業
の
不
振
を
招
い
た
。

　
だ
が
こ
の
こ
と
は
農
村
商
業
の
停
滞
を
意
味
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ル
マ
ル
カ

　
ニ
三
年
の
春
と
夏
に
モ
ス
ク
ワ
県
の
郡
で
革
命
後
は
じ
め
て
農
村
定
期
市
と
バ
ザ
ー
ル
が
復
活
し
た
。
通
常

大
村
毎
に
祭
日
に
開
設
さ
れ
、
都
市
小
売
店
主
だ
ち
が
更
紗
、
プ
ラ
ト
ー
ク
、
大
鎌
、
石
け
ん
、
マ
ホ
ル
カ
等

の
商
品
を
扱
っ
て
い
た
。
農
村
バ
ザ
ー
ル
商
業
は
以
前
の
一
〇
分
の
一
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
人
々
は
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ザ
ー
ル
に
押
し
寄
せ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
農
振
や
ク
ス
タ
ー
リ
は
生
産
物
を
販
売
す
る
た
め
都
市
に
赴
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ス
ク
ワ
近
郊
の

　
　
　
　
金
物
、
織
物
、
塩
、
そ
の
他
農
民
に
と
っ
て
必
要
な
商
品
は
価
格
が
高
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
店
晒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
す
る
に
農
民
は
国
営
商
湘
工
業
圏
か
ら
分
離
し
た

　
　
　
　
　
⑳
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ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
・
カ
ペ
イ
ク
）
と
ラ
イ
麦
価
格
を
一
〇
〇
と
し
た
更
紗
の
交
換
率
を
見
れ
ば
地
域
間
で
交
換
率
に
著
し
い
開
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

る
。
生
産
地
区
の
農
民
に
は
不
利
で
、
南
部
ス
テ
ッ
プ
の
農
民
は
北
部
の
農
民
よ
り
六
倍
も
多
く
の
穀
物
を
更
紗
に
対
し
て
支
払
わ
ね
ば
な
ら

　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
か
っ
た
。
交
換
率
の
大
き
な
変
動
は
、
主
に
戦
前
に
比
べ
て
著
し
く
大
き
な
ラ
イ
麦
価
格
の
値
開
き
に
よ
っ
て
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
村
段
階
で
の
更
紗
価
格
は
更
に
高
騰
し
て
い
た
。
二
三
年
一
〇
月
で
三
六
力
ペ
イ
ク
の
更
紗
シ
ン
ジ
ケ
…
ト
出
荷
価
格
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

村
消
費
組
合
で
は
七
七
力
ペ
イ
ク
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
村
段
階
で
は
こ
の
交
換
率
は
更
に
大
き
い
も
の
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
中
央
と
地
方
と
の
経
済
的
分
裂
状
態
が
産
み
出
さ
れ
て
い
た
。

ソヴェト「ご三年危機」　（梶川）

①
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P
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O
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宕
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⊃
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署
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蜜
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⑨
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岬
く
↓
翻
弓
y
目
9
（
謡
9
識
μ
8
。
。
。

⑩
　
例
え
ば
B
C
H
X
管
轄
下
の
国
営
百
貨
店
（
嬰
三
）
、
K
B
T
管
轄
下
の
商
業

　
部
（
ぎ
鷺
）
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⑪
〈
↓
皐
y
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。
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コ
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餌
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（
ヨ
9
識
日
8
も
。
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⑳
例
え
ば
モ
ス
ク
ワ
ト
ラ
ス
ト
の
販
売
は
モ
ス
ク
ワ
市
に
集
中
し
て
お
り
、
二
三

　
年
四
月
は
そ
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
モ
ス
ク
ワ
市
で
販
売
さ
れ
た
（
弓
・
ン
ざ
要
畠
蜘

　
〈
司
弓
y
ω
O
峯
含
冨
お
b
。
。
。
■
）
。
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「
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渓
。
こ
ρ
b
。
弁

⑭
　
一
九
〇
九
一
一
三
年
平
均
で
工
業
地
区
の
ラ
イ
麦
衝
格
は
農
菜
地
区
の
一
二
七

　
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
o
ロ
9
3
望
臼
量
。
切
曽
望
歪
ω
噛
∩
o
・
同
二
ρ
お
一
お
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五
　
危
機
の
解
消
へ

　
最
後
に
党
指
導
部
は
ど
の
よ
う
な
危
機
打
開
策
を
採
り
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
カ
ぱ
ス

　
最
初
に
価
格
規
制
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
生
産
諸
経
費
が
制
限
さ
れ
た
。
八
月
一
日
モ
ス
ク
ワ
国
民
経
済
会
議
の
指
令
九
八
号
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

拠
り
、
ト
ラ
ス
ト
が
遵
守
す
べ
き
諸
経
費
基
準
が
定
め
ら
れ
、
賃
金
の
二
〇
・
五
－
二
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
制
限
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
九
月
下
旬
に
は
物
価
上
昇
は
い
く
ら
か
鎮
静
傾
向
を
示
し
は
じ
め
る
が
、
ま
だ
九
月
段
階
で
は
価
格
規
制
そ
の
も
の
は
具
体
化
さ
れ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
九
月
五
日
の
価
格
委
員
会
拡
大
会
議
で
は
価
格
形
成
の
諸
要
因
を
研
究
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
、
二
六
日
の
価
格
委
員
会
で

は
グ
ロ
ー
マ
ン
は
価
格
へ
の
国
家
干
渉
、
B
・
M
・
シ
ュ
テ
ー
ル
教
授
は
市
場
価
格
へ
の
干
渉
、
　
フ
ァ
リ
ク
ネ
ル
は
生
産
過
程
へ
の
千
渉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

H
・
H
・
ク
ー
ト
レ
ル
は
原
価
規
制
を
各
々
主
張
す
る
が
、
議
長
レ
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
は
結
語
で
も
具
体
的
措
置
に
耀
く
触
れ
な
か
っ
た
。

　
一
〇
月
三
日
、
価
格
委
員
会
は
全
ロ
シ
ア
繊
維
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
反
対
を
排
し
、
更
紗
出
荷
価
格
を
約
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
引
下
げ
る
決
定
を

　
　
⑤

下
し
た
。
一
方
繊
維
ト
ラ
ス
ト
会
議
は
主
に
農
村
で
消
費
さ
れ
る
商
品
と
ト
ラ
ス
ト
直
営
小
売
店
の
価
格
を
直
ち
に
引
下
げ
る
こ
と
、
生
産
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

価
引
下
げ
の
措
置
を
採
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
更
紗
に
続
き
亜
麻
糸
と
亜
麻
布
の
出
荷
価
格
が
各
々
六
と
九
パ
ー
セ
ン
ト
引
下
げ
ら
れ
た
。
こ

　
　
　
⑧
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
⑩

う
し
て
塩
、
粉
砂
糖
、
マ
ッ
チ
、
ゴ
ム
等
の
出
荷
価
格
が
引
下
げ
ら
れ
、
こ
の
結
果
一
〇
－
一
二
月
闘
で
工
業
価
格
は
全
体
で
一
五
パ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
⑪

ト
低
下
し
た
と
言
う
。

　
だ
が
出
荷
価
格
の
引
下
げ
は
い
く
つ
か
の
新
た
な
問
題
を
産
み
出
し
た
。
ま
ず
一
〇
月
三
日
の
価
格
委
員
会
で
討
議
さ
れ
た
よ
う
に
国
営
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
呂
ン
ト
・

業
と
協
同
組
合
に
あ
る
大
量
の
在
庫
を
ど
の
よ
う
に
処
分
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
一
〇
月
九
日
の
K
B
T
協
同
組
合
部
会
議
で
、
消
費
組
合

ソ
ユ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

中
央
連
合
代
表
は
在
庫
を
低
価
格
で
販
売
す
る
際
の
欠
損
は
生
産
機
関
が
負
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
こ
の
会
議
で
も
指
摘
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

よ
う
に
、
消
費
老
は
更
な
る
値
下
げ
を
期
待
し
て
購
入
を
控
え
て
い
た
。
全
ロ
シ
ア
繊
維
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
理
事
会
議
長
8
・
証
・
ノ
ギ
ー
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

近
い
将
来
に
綿
布
価
格
の
値
下
げ
は
あ
り
え
な
い
旨
を
言
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

エOG （leo）



ソヴェト「二三年危機」　（梶川）

　
一
方
ト
ラ
ス
ト
に
と
っ
て
は
出
荷
価
格
の
引
下
げ
は
原
料
価
格
、
賃
金
の
上
昇
の
下
で
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
木
綿
製
品
で
は

紡
績
糸
三
四
番
、
キ
ャ
リ
コ
、
更
紗
六
番
、
粗
キ
ャ
リ
コ
に
対
し
て
の
み
価
格
規
制
が
行
な
わ
れ
た
が
、
モ
ス
ク
ワ
木
綿
ト
ラ
ス
ト
で
こ
れ
ら

の
出
荷
価
格
は
生
産
原
価
を
二
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
下
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ト
ラ
ス
ト
は
規
制
外
の
商
贔
群
で
損
失
を
取
戻
し
て
い

た
。
し
か
し
一
一
月
二
九
日
以
後
K
B
T
は
綿
製
品
二
四
品
目
に
価
格
網
綱
を
実
施
し
、
一
〇
一
一
一
月
で
サ
テ
ン
の
み
が
三
－
五
。
ハ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ト
の
利
潤
率
を
得
て
い
た
が
、
そ
れ
も
一
二
月
か
ら
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
欠
損
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
〇
月
八
日
ト
ラ
ス
ト
代
表
、
B
C
H
X
議
長
ボ
グ
ダ
ー
ノ
ブ
、
K
B
T
議
長
レ
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
が
出
席
し
た
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
評
議
会
拡
大
会

議
で
価
格
問
題
が
審
議
さ
れ
た
。
同
評
議
会
議
長
は
工
業
高
価
格
の
主
要
な
原
因
は
商
業
の
法
外
な
上
乗
金
に
あ
る
と
し
、
ゴ
ム
ト
ラ
ス
ト
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

表
は
工
業
の
犠
牲
の
み
で
価
格
問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
即
ち
工
業
側
か
ら
価
格
規
制
を
小
売
段
階
に
ま
で
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す

る
動
き
が
出
て
き
た
。
翌
九
臼
の
ゴ
ス
プ
ラ
ン
幹
部
会
で
行
政
的
措
置
に
よ
る
市
場
規
制
を
目
指
す
財
務
人
民
委
員
部
の
提
案
が
基
本
的
に
採

　
　
　
⑲

択
さ
れ
た
。
一
〇
月
二
九
日
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ト
ラ
ス
ト
代
表
が
出
席
し
た
B
C
H
X
会
議
で
、
卸
売
価
格
に
対
す
る
上
乗
金
を
国
営
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
協
同
組
合
で
の
販
売
の
際
に
定
め
る
と
い
う
市
場
価
格
へ
の
園
家
干
渉
の
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。
　
一
一
月
一
〇
日
の
連
邦
中
央
執
行
委
員
会

会
議
の
結
語
で
ソ
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
商
品
千
帰
日
。
切
言
頃
藍
隈
閏
一
毫
。
閏
田
富
の
問
題
に
つ
い
て
党
内
で
意
見
の
対
立
が
な
い
こ
と
を
強
調
し

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
。
そ
し
て
K
B
T
に
よ
る
小
売
価
格
規
制
が
塩
、
砂
糖
、
石
油
で
ま
ず
実
施
さ
れ
た
。

　
一
二
月
三
日
の
K
B
T
で
五
・
B
・
ザ
ー
ル
キ
ン
ト
が
小
売
価
格
規
欄
に
関
す
る
報
告
を
行
な
っ
た
。
彼
に
拠
れ
ば
県
市
ま
で
の
段
階
で
多

少
と
も
小
売
価
格
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
小
売
価
格
規
制
と
は
、
地
区
毎
に
K
B
T
が
定
め
た
卸
売
価
格
に
対
す
る
限
界
上
乗
金

昌
娼
Φ
尊
鶏
田
錠
目
噂
。
製
。
再
瓢
下
馴
帥
属
長
H
窮
を
地
方
組
織
が
定
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
限
界
上
乗
金
は
都
市
小
売
と
農
村
小
売
と
で
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

個
に
、
地
区
卸
配
給
駈
郊
暮
。
酬
霞
い
愚
。
自
。
這
い
鋒
督
山
霧
日
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
確
定
さ
れ
た
。
国
営
商
業
と
協
同
組
合
で
こ
の
よ
う
な
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ユ
ソ
ト
ロ
　
ソ
ユ
ヒ
ス

小
売
価
格
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
K
B
T
は
商
業
網
を
e
中
央
商
業
組
織
（
消
費
組
合
中
央
連
含
又
は
ト
ラ
ス
ト
）
⇔
県
卸
売
組
織
（
消
費
組
合
県
ソ
ユ

　
　
　
　
　
ト
ル
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
ス
又
は
県
商
業
部
）
⇔
小
売
商
業
の
三
段
階
に
再
統
合
す
る
旨
の
指
令
を
作
成
し
た
。
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二
四
年
二
月
に
小
売
市
場
規
制
が
法
弱
化
さ
れ
る
。
二
月
二
二
日
付
条
例
に
拠
り
、
K
B
T
に
ソ
連
邦
の
市
場
に
流
通
す
る
全
商
品
価
格
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

確
定
し
、
限
界
価
格
で
販
売
す
べ
き
商
品
リ
ス
ト
を
定
め
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
次
い
で
K
B
T
は
小
売
商
業
施
設
に
商
品
リ
ス
ト
に
あ
る

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

一
六
品
目
の
販
売
価
格
を
チ
ェ
ル
ヴ
愛
ネ
ツ
価
格
で
明
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。

　
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
小
売
価
格
規
制
の
方
針
が
ど
の
よ
う
に
市
場
に
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
小
売
市
場
で
は
需
給
関
係
が
価
格
に
反
映
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
充
分
に
供
給
さ
れ
て
い
た
砂
糖
の
限
界
価
格
は
遵
守
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

同
時
に
小
売
上
乗
率
も
二
三
年
＝
一
月
か
ら
二
四
年
二
月
ま
で
で
飛
下
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
下
し
た
。
一
方
最
必
需
品
で
あ
る
塩
に
つ
い
て
は
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

定
的
成
果
し
か
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
二
二
年
二
月
二
三
日
付
で
塩
の
国
家
専
売
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
二
二
年
で
塩
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
五
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
万
プ
ー
ド
を
販
売
し
た
だ
け
で
あ
る
（
戦
前
の
年
間
販
売
量
は
一
億
三
〇
〇
万
プ
ー
ド
）
。
こ
の
供
給
過
少
を
利
用
し
て
私
的
商
人
は
多
く
の
地
方

で
価
格
を
吊
上
げ
た
。
小
売
価
格
は
塩
一
フ
ソ
ト
が
二
三
年
一
〇
月
に
四
・
四
カ
ペ
イ
ク
で
あ
っ
た
の
が
二
四
年
二
月
に
は
重
力
ペ
イ
ク
に
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

下
し
た
が
、
逆
に
上
乗
率
は
二
九
か
ら
＝
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
増
加
し
た
。
B
C
H
X
商
業
財
政
政
策
部
の
県
市
と
郡
市
で
突
施
さ
れ
た

価
格
調
査
は
小
売
価
格
の
緩
慢
な
低
下
と
一
部
で
の
上
乗
率
の
増
加
を
示
し
て
い
る
（
表
九
参
照
・
更
紗
と
釘
の
出
荷
価
格
は
モ
ス
ク
ワ
価
格
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

他
は
地
区
出
荷
価
格
平
均
、
二
三
年
の
小
売
価
格
は
中
央
統
計
局
、
二
四
年
は
市
況
概
究
所
の
資
料
に
基
づ
く
）
。
価
格
聖
主
が
可
能
と
さ
れ
る
県
市
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
エ
ン
ト
ロ
　
ソ
ユ
ぱ
ス

調
査
で
さ
え
こ
れ
だ
け
の
卸
・
小
売
価
格
差
を
産
み
出
し
て
い
た
。
協
同
組
合
価
格
に
つ
い
て
も
組
合
連
舎
と
農
村
組
合
と
の
価
格
差
は
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

年
二
月
ま
で
不
断
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に
協
同
組
合
も
私
的
商
業
も
有
利
に
資
本
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

農
村
商
業
は
ほ
ぼ
完
全
に
私
的
商
人
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
エ
カ
チ
ェ
リ
ノ
ス
ラ
フ
県
か
ら
「
郷
市
に
近
い
農
民
で
さ
え
価
格
引
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
つ
い
て
知
ら
な
い
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
一
連
の
価
格
引
下
げ
措
置
が
農
民
の
問
で
周
知
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
ス
　
　
ト
　
ル
　
グ

工
業
価
格
の
引
下
げ
が
実
行
さ
れ
て
も
販
売
危
機
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
サ
ラ
ー
ト
フ
で
一
〇
月
は
じ
め
に
モ
ス
ク
ワ
商
業
部
が
綿
布
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
値
下
げ
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
需
要
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
前
半
期
に
は
殆
ん
ど
至
る
所
で
商
業
の
停
滞
が
見
ら
れ
、
価
格

「
割
引
。
碧
起
塁
」
が
流
行
病
の
よ
う
に
私
的
商
人
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
商
業
市
況
を
改
善
し
な
か
っ
た
、
と
べ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
、
プ
ス
コ
ー
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ソヴェト「二三年危機」　（梶川）

（表9）単位：チェルヴrkネツ・カペイク

1923年 1924年

2月1H 4月1日

出　小　　上
　　　　　乗
　　　　　率
荷　売　（％）

26．8

24．5

1．8

4．3

12，5

35．3　33，4

28，2　15

3．9　117

5．8　35

22．e　76

12月1日

出　小

荷　売

よ
工
率

（90）

30．4　45．2　49

33．0　51．0　55

1．9　4．0　115

4．4　5．6　27

14．7　22．6　54

　
　
ラ

上
乗
率
％

　
　
（

小
　
　
売

出
　
　
荷

30．4

34．0

2，2

5．0

18．1

46，5

67．0

4．2

6．4

24．7

53

97

91

28

36

10月1日

出　小　　上
　　　　　乗
　　　　　率
荷　売　（％）

35．9

38．0

3．4

5．0

18．1

62．1

59．0

4．4

7．0

31．7

73

55

29

40

75

＼
　
＼

　
、

＼

＼－

×・

・×

：更紗（1アルシン）

粉砂糖（1フント）

濫　　（1フソト）

石　漉（1フント）

　釘　（1フント）

フ
、
ト
ヴ
ェ
…
リ
、
コ
ス
ト
ロ
マ
ー
、
ノ
ー
ヴ
ゴ
ロ
ト
そ
の
他
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一

一
月
後
半
に
ヴ
ォ
ル
ガ
、
東
部
諸
県
、
シ
ベ
リ
ア
を
除
き
更
紗
、
履
物
等
の
農
民
必
需
品
を
中
心

に
景
気
が
回
復
し
は
じ
め
る
。
だ
が
こ
れ
は
穀
物
市
況
の
改
善
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
穀
物
輸
出
カ
ム
パ
ニ
ア
が
展
開
さ
れ
た
り
、
泥
三
期
が
訪
れ
穀
物
供
給
量
が
低
下

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
た
た
め
に
一
一
月
に
は
穀
物
価
格
は
著
し
く
上
昇
し
た
。
例
え
ば
カ
ザ
ー
ソ
、
オ
デ
ッ
サ
、
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

カ
チ
ェ
リ
ソ
ブ
ル
ク
で
は
一
一
月
中
旬
の
穀
物
高
騰
が
織
物
の
大
き
な
需
要
を
も
た
ら
し
た
。
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ム
ニ
　
ス
　
　
ロ
ベ
　
ロ
　
オ
　

帯
市
場
も
同
様
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
で
は
二
四
年
二
月
末
に
モ
ス
ク
ワ
消
費
組
合
連
合
は
一
連
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

商
品
群
の
価
格
引
下
げ
指
令
を
出
し
た
が
、
多
く
の
私
的
小
売
価
格
は
低
下
し
な
か
っ
た
。
そ
し

て
三
月
に
い
く
つ
か
の
私
的
市
場
で
値
下
げ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
取
引
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
家
に
よ
る
小
売
価
格
規
舗
が
十
全
な
効
果
を
も
た
ら
し

た
と
は
言
い
難
い
。

　
二
四
年
は
じ
め
に
二
つ
の
財
政
改
革
が
実
施
さ
れ
る
。
農
業
税
改
革
と
通
貨
改
革
で
あ
る
。
二

三
／
二
四
年
度
の
微
税
カ
ム
パ
ニ
ア
の
途
中
に
、
こ
れ
ま
で
現
物
と
貨
幣
で
回
収
し
て
き
た
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

税
の
う
ち
現
物
部
分
の
徴
税
が
二
四
年
一
月
一
日
以
後
停
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
な
い
現
物
税
徴

収
と
農
産
物
調
達
を
司
っ
て
き
た
食
糧
人
民
委
員
部
の
解
体
と
、
K
B
T
の
拡
大
と
強
化
が
図
ら

　
⑯

れ
る
。
二
四
年
五
月
一
五
日
以
後
、
こ
れ
ま
で
「
勤
労
老
の
苦
し
い
闘
争
を
遂
行
す
る
戦
闘
的
維

織
」
で
あ
っ
た
食
糧
人
民
委
員
部
は
解
体
さ
れ
、
徴
税
機
関
は
財
務
人
民
委
員
部
に
、
残
り
は
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

揚
規
制
の
た
め
に
再
編
さ
れ
る
国
内
商
業
人
民
委
員
部
に
移
管
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ネ
ッ
プ
下
で
の
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⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
二
月
に
は
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
の
発
行
の
停
止
と
、
流
通
か

脱
現
物
化
鳶
塁
越
膨
自
ω
貿
自
傾
向
に
対
応
す
る
必
然
的
措
置
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
の
回
収
に
つ
い
て
の
布
告
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
通
貨
改
革
の
結
果
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ネ
ツ
は
安
定
し
、
商
業
施
設
は
ソ
ヴ
ェ
ト
紙
幣
の
価
値
低
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
よ
る
損
失
に
対
す
る
保
証
上
乗
金
Q
着
鎚
自
証
出
舅
蟹
欝
の
必
要
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
の
小
売
価
格
引
下
げ
が
指
示
さ
れ
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
philos（ψ乃θfrangais　du　18e皿e　siさcle　selon　les　quaむre　points　suivants：

　　1）　L’appellation　de　philosophe　et　ses　transformations　b　travers

　　　　rhistoire。

　　2）　L’id6al　que　les　philos（）phes　ont　pursuit．

　　3）　L’圭mage　du　philosophe　dans　la　soci6t6．

　　4）　L’6volution　et　ie　chaiユgement　de　cette　image　dans王a　p6riode　con－

　　　　S6cutive

　　J’ai　voulu　prouver　a　nouveau　que　Ies　1）hilosophes　ne　sont　pas　seule－

ment　ce　que　l’on　apPe玉響e　des　encyclop6distes，　et　qu’ils　ont　pu　devenir　ce

type　humain，　si　con撫，　dans　la　mesure　otl　ils　ont　6t6　trさs　en　vogue

d邑s　leur　6poque．

　　　　　　　　　　　　　　　Crisis　in　i923

Some　problems　of　industrJal　prices　in　Soviet　Russia

by

Shin－ichi　Kajikawa

　　The　soviet　economy　experienced　severe　difficulties　in　selling　in　1923．

The　period　saw　a　par”Licular　phenomenon　knowR　as　tlie　‘scissors’　cri－

sis　that　wkile　agricultural　prices　fell　iRdustrial　prices　rose　exceed1ngly．

This　paper　mainly　discusses　the　factors　which　led　the　latter　to　rise．

Though　it　is　true　that　high　costs　of　materials　and　heavy　overhead

expenses　led　to　high－cost　products，　a　rise　in　retail　prlces　made　the

crisis　all　the　more　seriotts．　The　complicated　erade　network　and　colos－

sal　trade　margins　led　retail　prices　especialiy　in　rural　areas　to　rise．

As　a　result　the　rural　economy　began　to　separate　from　the　urban　in－

dustry　and　to　shift　to　a　subsistence－type　economy．　The　Soviet　gov－

ernment　set　out　the　price　contz’ol　as　one　of　the　p1ans　for　the　way　out

without　any　suffic1ent　effect　on　retail　prices．　Though　various　attempts

including　the　currency　reforrn　were　made　in　1924　to　restore　the　eco－

nomy，　the　structural　inconsistencies　of　NEP　which　revealed　themselves

during　the　1923　crisis　of　marketings　were　not　set　i’ight　at　all．
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